
(50-1) 
1 

日
本
語
学
論
説
資
料 

 
 

第
五
〇
号
（
平
成
二
十
五
年
分
） 

 
 

 
 

収

録

論

文

一

覧

 

 

第
一
分
冊
（
国
語
学
一
般
・
国
語
史
） 

 

一 

国
語
学
一
般 

 

岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要 

ア
ル
テ
ス 

日
本
語
と
日
本
文
化
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
性
格
に
つ
い
て 

斎 

藤 

伸 

治 

1 

リ
ベ
ラ
レ
ス 

八
九 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

桜
花
学
園
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要 

Ｃ
Ｄ - 

明
治
時
代
に
お
け
る
公
用
文
リ
テ
ラ
シ
ー
の
形
成 

鹿 

島 

美
千
代 

9 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

一
四 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

言
葉
の｢

乱
れ｣

を
め
ぐ
る
新
聞
記
事
の
分
析 

 

増 

田 

祥 

子 

14 

報
編 

七 
(

一
二･

三) 

―｢

こ
と
ば
に
関
す
る
新
聞
記
事
見
出
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
― 

 
 

学
習
院
女
子
大
学
紀
要 

一
五 

(

一
三･

三) 

日
本
語
の
歴
史
的
研
究
に
お
け
る
「
視
座
の
転
換
」
の
可 

福 

島 

直 

恭 

22 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

能
性 

 
 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

七 
(

一
三･

三) 

変
わ
り
ゆ
く
日
本
語
、
変
わ
ら
な
い
日
本
語 

平 

田 

オ
リ
ザ 

29 
 

国
文
学
言
語
と
文
芸
の
会 

国
文
学
言
語
と
文 

見
え
な
い
も
の
を
見
た
人
た
ち 

―
日
本
語
史
・
日
本
語 
小 

池 

清 

治 

一 

芸 

一
二
八 

(

一
二･

三) 

研
究
を
ふ
り
か
え
っ
て 

付
、
表
章
先
生
の
遺
著
に
つ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告 

日
本
に
お 

拝
啓 

新
村
出
様 

柳
田
国
男
書
簡
か
ら
み
る
民
俗
学
史 

菊 

地 
 
 

暁 

一
五 

け
る
民
俗
研
究
の
形
成
と
発
展
に
関
す
る
基
礎 

断
章 

 

研
究 

一
六
五 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

近
代
語
現
代
語
研
究
の
動
向 

半 

藤 

英 

明 
三
一 

二
〇
三 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

古
典
語
研
究
の
発
展
を
期
待
し
て 

山 

田 

昌 

裕 

三
四 

二
〇
六 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 
｢

国
語｣

と
い
う
概
念 -
 

国
語
学(

日
本
語
学)

と
言
語
学
と 

柿 

木 

重 

宜 

三
六 

二
〇
六 

(

一
三･

七) 

の
接
点 

 
 

専
修
大
学
学
会 

専
修
人
文
論
集 

九
〇 

 

市
区
町
村
広
報
紙
の
副
詞
と
用
字 

斎 

藤 

達 

哉 

43 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

中
京
大
学
文
学
部
紀
要 

四
七-

一 
 

中
世
以
降
の
古
記
録
の
日
本
語
学
的
研
究 

序
説 

後 

藤 

英 

次 

三
八 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 
 

排
除
と
包
摂 

―
国
学
・
国
文
学
・
芳
賀
矢
一
― 

品 

田 

悦 

一 

四
九 

八
九-

六 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
外
国
語
大
学
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
｢

話
言
葉
普
及
徹
底
ニ
関
ス
ル
件｣

大
島
郡
教
育
会
に
つ
い 

前 

田 

達 

朗 

56 

日
本
語
・
日
本
学
研
究 

二 
(

一
二･

三) 

て 
 

 

日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
中 

国
語
学
者
三
尾
砂
と
日
本
語
教
育
文
法 

―
『
が
』
と 

姫 

野 

昌 

子 

61 

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育 

六 
(

一
三･

一
〇) 

『
は
』
・
動
詞
活
用
形
・
形
容
詞
等
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
三 

わ
が
国
に
お
け
る
手
話
通
訳
者
養
成
事
業
の
実
態
と
課
題 

霍 

間 

郁 

実 

68 
(

一
三･

一
二) 

 

四
日
市 

 
 

章 
  



(50-1) 
2 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

ロ
ー
マ
字
は
日
本
語
普
及
の
救
世
主 

Takatori Y
uki 

 

77 
 
659 

(

一
二･
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon 

宣
教
師
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
が
見
た
日
本
と
日
本
語 

Teruyam
a  

 

80 
 
660 

(

一
二･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

N
aoko

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon

  

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
と
日
本
語 

―
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
漢
字
の 

R
ôm

azi no 
 
 

85 
 
660 

(

一
二･

四) 

壁 

半
数
以
上
が
帰
国 

 N
ippon

編
集
部 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon

  

通
訳
と
し
て
の
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト 

Teruyam
a 

 

90 
 
661 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

N
aoko

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon

  

日
本
式
ロ
ー
マ
字
運
動
の
旗
を
か
か
げ
て 

イ
ン
タ
ー
ネ 

Shim
izu- 

 

94 
 
661 

(

一
二･

七) 
ッ
ト
「
ロ
ー
マ
字
ネ
ッ
ト
の
会
」
が
ス
タ
ー
ト 

 
 

 M
asayuki 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon

  

漢
字
に
た
よ
ら
な
い
日
本
語
へ 

N
om

ura 
 
 

96 
 
662 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
M

asaaki 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon 

戦
後
の
単
独
国
語
ロ
ー
マ
字
教
科
書
に
つ
い
て 

―
公
益 

茅 

島 
 
 

篤 

101 
 
664 

(

一
三･

四) 

財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
に
よ
る
― 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon

  

日
本
語
改
革
運
動
の
資
料
〔
一
〇
〕
「
理
學
協
會
雑
誌
を 

竹 

端 

瞭 

一 

110 
 
664 

(

一
三･

四) 

羅
馬
字
に
て
發
兌
す
る
の
發
議
及
び
羅
馬
字
用
法
意
見
」 

 
 
 
 

／
解
説 

 

一
橋
大
学
語
学
研
究
室 

言
語
文
化 

四
九 

 

常
用
漢
字
表
の
改
定
が
も
つ
意
味 

三 

枝 

令 

子 

113 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
文
教
大
学
論
集 

一
四 

(

一
三･

三) 

改
定
常
用
漢
字
の
高
等
学
校
国
語
科
に
お
け
る
教
育
に
関 

矢 

部 

玲 

子 

120 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
考
察 

―
二
〇
一
一(

平
成
二
三)
年
度
の
北
海
道
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
心
に
― 

 
 

三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要 

六
四 

 
｢

学
年
別
漢
字
配
当
表｣

の
字
種
を
め
ぐ
っ
て 

 

丹 

保 

健 

一 

127 
(

一
三･

三) 

―｢

環｣

、｢

尺｣

― 
 

 

宮
城
学
院
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所 

服
部
四
郎
の
来
沖 

―
『
服
部
四
郎 

沖
縄
調
査
日
記
』 
今 

林 

直 

樹 

134 
 

沖
縄
研
究
ノ
ー
ト 

二
一 

(

一
二･

三) 

を
読
む
― 
 

 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

愛
郷
心
教
育
の
実
践
に
つ
い
て
の
考
察 

―
日
本
の
地
域 

原 
田 

 
 

茜 

142 
 

六
二
九 

(

一
二･

一
二) 

言
語
政
策
の
視
点
か
ら
― 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

第
一 

こ
と
ば
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
に
向
け
た
言
語
意
識
教
育 

黒 

川 
悠 
輔 

164 

分
冊 

五
七 

(

一
二･

二) 

の
可
能
性
と
課
題 

―
言
語
的
不
公
正
の
視
点
か
ら
― 

 
  

二 

国
語
史 

 

愛
知
大
学
国
文
学 

五
二 

(

一
三･

一) 

芝
原
春
房
問
本
居
宣
長
答
『
萬
葉
集
疑
問
』(

二) 

片 

山 
 
 

武 

五
八 

 

愛
知
大
学
文
学
論
叢 

一
四
六 

(

一
二･

七) 

啓
蒙
思
想
と｢

国
語｣

辞
典(

そ
の
三) 

早 

川 
 
 

勇 

170 
 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

青
山
語
文 

 

『
三
宝
絵
詞
』
東
大
寺
切
と
そ
の
本
文(

五) 

安 

田 

尚 

道 

六
三 

四
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

八 
 

近
世
古
今
伝
授
資
料
に
お
け
る
声
点
と
胡
麻
章 

坂 

本 

清 

恵 

六
四 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

八 
 

『
名
目
抄
』
所
載
の
漢
字
二
字
四
拍
の
漢
語
に
差
さ
れ
た 

上 

野 

和 

昭 

七
二 

(

一
二･

一
二) 

声
点
に
つ
い
て 

 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

八 
 

平
声
軽
点
の
消
滅
過
程
に
つ
い
て 

―
六
声
体
系
か
ら
四 

鈴 

木 
 
 

豊 

181 
(

一
二･

一
二) 

声
体
系
へ
の
移
行
― 

 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

八 
 

中
世
和
化
漢
文
資
料
に
現
れ
る
漢
語
声
点
の
揺
れ 

 

加 

藤 

大 

鶴 

192 
(

一
二･

一
二) 

―
『
新
猿
楽
記
』
弘
安
本
・
康
永
本
・
古
抄
本
の
比
較
か 

 
 

ら
― 

 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

九 
 

後
期
咄
本
資
料
と
し
て
見
た
三
笑
亭
可
楽
の
作
品 

 

三 

原 

裕 

子 

202 
(

一
三･

一
二) 

―｢

新
作
お
と
し
は
な
し｣

を
中
心
に
― 
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茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要 

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
会
話
篇
』Part II

訳
注
稿(

補 

櫻 

井 

豪 

人 

214 

ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集 

一
四 

(

一
三･

三) 

遺) 
 

 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

九
九 

 

國
立
臺
灣
大
學
圖
書
館
蔵
圓
威
本
『
日
本
書
紀
』
調
査
に 

是 

澤 

範 

三 

八
三 

(

一
二･

一
二) 

関
す
る
覚
書 

 
 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 
語
文 

一
〇
〇
・ 

文
法
化
と
認
知
的
視
点 

玉 

村 

禎 

郎 

八
八 

一
〇
一 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
谷
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 
大
阪
大 

訓
点
か
ら
見
た
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
一
側
面 

宇
都
宮 

啓 

吾 

九
四 

谷
国
文 

四
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

日
本
語 

大
槻
以
後 

―
学
校
国
文
法
成
立
史
研
究
― 

山 

東 
 
 

功 

223 

日
本
文
学
編 

七 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所 

研 

一
九
世
紀
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
日
本
語
研
究
資
料 

木 

村 
 
 

一 

233 

究
所
年
報 

五 
(

一
二･

三) 

の
草
稿
に
つ
い
て 

 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
〇 

東
ア
ジ
ア
言
語(

日
本
語
・
中
国
語
・
朝
鮮
語)

の
南
北
方 

あ 

べ 

せ
い
や 

255 
(

一
二･

三) 

言
の
音
韻
対
応
か
ら
推
定
さ
れ
た
紀
元
前
約
一
万
年
前
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

呼
気
量
変
化｣

(
口
腔
鼻
腔
流
出
量
比
率
変
化)

と
そ
の
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

因
に
つ
い
て 

 
 

川
村
学
園
女
子
大
学
研
究
紀
要 

二
四-

一 
 

式
亭
三
馬
所
蔵
『
ま
こ
と
草
』
に
関
し
て 

 

長 

崎 

靖 

子 

267 
(

一
三･

三) 

―
『
片
言
』
と
の
比
較
を
通
し
て
― 

 
 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

九
州
大
学
文
学
部
蔵
本
『
辞
稀
十
二
通
切
紙
』
の｢

連
声｣ 

蛭 

沼 

芽 

衣 

275 

一
一
三 

(

一
二･

六) 

に
つ
い
て 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
尚
書
聴
塵
』
に
お
け
る
新
注
摂
取
の
様
相 

田 

中 

志
瑞
子 

一
〇
三 

語
国
文 

八
一-

三 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

清
原
宣
賢
抄
物
と
『
燈
前
夜
話
』 

―
手
控
本
生
成
の
一 

野 

上 

潤 

一 

一
一
一 

語
国
文 

八
一-

三 
(

一
二･

三) 

端
と
講
釈
に
お
け
る
利
用
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
日
葡
辞
書
』
の
開
拗
長
音 
竹 

村 

明
日
香 

283 

語
国
文 

八
一-

三 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

上
代
特
殊
仮
名
遣
と
母
音
調
和 

木 
田 
章 

義 

一
二
〇 

語
国
文 

八
一-

一
一 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
新
撰
字
鏡
』
序
文
と
『
法
琳
別
伝
』 

大 

槻 
 
 

信 

一
三
一 

語
国
文 

八
二-

一 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

雄 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

下 

真 

衣 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

天
草
版
『
平
家
物
語
』
と
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
太
平
記
抜
書
』 

中 

本 
 
 

茜 

一
三
八 

語
国
文 

八
二-

二 
(

一
三･

二) 

の
編
集
態
度 

―｢

前
兆｣

等
の
取
り
上
げ
方
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
八 

 

オ
ヤ
ン
グ
レ
ン
著
『
日
本
文
典
』(

そ
の
３) 

岡
本 

信
照
／
訳 

296 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
九 

 

オ
ヤ
ン
グ
レ
ン
著
『
日
本
文
典
』(

そ
の
４) 

岡
本 

信
照
／
訳 

307 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学
研 

オ
ヤ
ン
グ
レ
ン
著
『
日
本
文
典
』(

そ
の
５) 

岡
本 

信
照
／
訳 

318 

究
論
叢 

八
〇 

(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学
研 

オ
ヤ
ン
グ
レ
ン
著
『
日
本
文
典
』(

そ
の
６) 

岡
本 

信
照
／
訳 

329 

究
論
叢 

八
一 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
六 

神
護
寺
蔵
「
和
気
氏
三
幅
対
」
の
成
立
と
訓
釈 

若 

井 

勲 

夫 

一
四
九 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会 

女
子
大
国
文 

 

京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵 

施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
平
安 

西 

崎 
 
 

亨 

一
六
〇 

一
五
一 

(

一
二･

九) 

後
期
点 

 
 

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
谷
山
文
庫
本 

『
古
今
涇
渭
鈔
』 

西 

崎 
 
 

亨 

337 
 

国
文
論
藻 

一
二 

(

一
三･

三) 

所
載
差
声
語
索
引
稿 
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金
城
学
院
大
学
論
集 

人
文
科
学
編 

九-

二  
B

. B
loch

の
活
用
論
の
成
立 

―
影
響
を
与
え
た
先
駆
者 

池 

田 

菜
採
子 

356 
(

一
三･

三) 

た
ち
― 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 
言
語
と
交
流 

一
六 

 

別
れ
の
言
葉
に
見
る
日
本
語
あ
い
さ
つ
の
特
徴 

倉 

持 

益 

子 

372 
(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会 
神
女
大
国
文 

 

下
掛
り
謡
本
に
お
け
る
大
夫
系
節
付
の
問
題 

―
成
立
時 

松 

居 

郁 

子 

一
六
八 

二
三 

(

一
二･

三) 

期
と
そ
の
背
景
― 

 
 

神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会 

神
女
大
国
文 

 

一
橋
家
鷹
匠
原
田
三
野
右
衛
門
と
そ
の
鷹
書 

―
宮
内
庁 

三 

保 

忠 

夫 

一
七
四 

二
四 

(

一
三･

三) 

書
陵
部
所
蔵
鷹
書
・
鷹
詞
の
研
究
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
二 

 

日
本
語
学
習
辞
書
史
に
お
け
る
船
岡
献
治
編
纂
『
鮮
訳
国 

諸 

星 

美
智
直 

一
八
二 

(

一
一･

一
二) 
語
大
辞
典
』
に
つ
い
て 

 
 

國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

 

松
本
亀
次
郎
と
松
下
大
三
郎
の
受
身
の
論
に
つ
い
て 

岡 

田 
 
 

誠 

378 

四
四 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
國
學 

四 

口
語
文
法
に
お
け
る
「
口
語
」
と
は
何
か 

―
日
本
語
文 

浅 

川 

哲 

也 

一
九
〇 

(

一
二･

一
〇) 

体
史
と
口
語
文
法
と
の
関
係
― 

 
 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
國
學 

四 

大
蔵
虎
明
本
自
筆
本
の
複
製
二
種
の
本
文
の
問
題
に
つ
い 

手 

坂 

凡 

子 

一
九
九 

(

一
二･

一
〇) 

て 
 

 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
國
學 

五 

日
本
文
法
史
に
お
け
る
活
用
形
の
名
称
の
変
遷
に
つ
い
て 

浅 

川 

哲 

也 

二
一
一 

(

一
三･

一
〇) 

 

―
「
命
令
形
」
の
取
り
扱
い
と
そ
の
周
辺
― 

 
 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
國
學 

五 

石
塚
龍
麿
『
仮
名
遣
奥
山
路
』
上
・
東
大
蔵
橋
本
進
吉
写 

竹 

部 

歩 

美 
* 

(

一
三･

一
〇) 

本(

翻
刻) 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
文
法
史
研
究
の
射
程 

青 

木 

博 

史 

391 

ビ
ュ
ー 

四-

二 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
社
会
学
科
・
言
語 

仮
名
・
分
化
の
軌
跡 

―｢

難
波
津｣

｢

安
積
山｣

の
歌
か 

勝 

山 

幸 

人 

二
二
四 

文
化
学
科
研
究
報
告 

人
文
論
集 

六
三-

二  

ら
文
字
列
の｢

阿
女
都
千｣

へ
― 

 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科
編 

 

丹
羽
正
伯
の
『
庶
物
類
纂
』
編
集
と
「
産
物
帳
」 

田 
籠 

 
 

博 

二
三
五 

島
大
言
語
文
化 

三
五 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
集 

四
六 

 

黎
明
期
の
日
本
語
書
記
言
語
と
漢
文 

A
ldo T

ollini 
 

394 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

上
智
大
学 

ソ
フ
ィ
ア 

五
九-

四 
(

一
二･

二) 

ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
の
謎 

鰍 

澤 

千 

鶴 
二
四
一 

 

上
代
文
学
会 

上
代
文
学 

一
一
〇 

 

文
字
表
現
か
ら
観
た
『
日
本
書
紀
』
の
成
立 

森 
 
 

博 

達 

二
四
八 

(

一
三･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
二
五 

 

陳
述
の
ゆ
く
え 

―
辞
苑
閑
話
・
三
― 

工 

藤 

力 

男 

二
五
五 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

聖
心
女
子
大
学
論
叢 

一
二
一 

(

一
三･

七) 

文
法
制
度
化 

―
文
法
変
化
の
種
類(

Ⅱ)

― 

小 

柳 

智 

一 

401 
 

聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集 

三
四-

二 
 

江
戸
時
代
の
蘭
語
学
に
見
ら
れ
る
格
理
解 

―
吉
雄
俊
蔵 

服 

部 

紀 

子 

412 
(

一
二･

一
〇) 

『
六
格
前
篇
』
に
つ
い
て
― 

 
 

清
泉
女
子
大
学
紀
要 

六
〇 

(

一
二･

一
二) 

「
和
訓
」
と
い
う
学
術
用
語 

今 

野 

真 

二 

二
六
一 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

『
萬
葉
集
』
の
「
風
流
士
」 

―
訓
点
史
の
再
考
か
ら
― 

池 

原 

陽 

斉 

二
六
八 

二
〇
二 

(

一
二･

三) 
 

 
 

専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報 

二
六
〇 

 

橋
本
進
吉
の
講
義
「
国
語
法
概
論
」
の
筆
記(

１) 

鈴 

木 
 
 

泰 

424 
(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報 

二
六
四 

 

橋
本
進
吉
の
講
義
「
国
語
法
概
論
」
の
筆
記(

２) 

鈴 

木 
 
 

泰 

447 
(

一
三･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

『
西
国
立
志
編
』
解
題
・
第
十
二
編
本
文
及
び
語
彙
索
引 

鈴 

木 

丹
士
郎 

* 

国
文 

九
三 

(

一
三･

九) 

稿 

松 

本 
 
 

守 
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大
正
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
踏
査 

二
四 

 

近
現
代
国
語
辞
典
の
軌
跡 

倉 

島 

節 

尚 

二
七
五 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会 

語
文
論
叢 

『
潮
来
婦
志
』
の
資
料
性 

岡 

田 

一 

祐 

二
八
五 

 

二
七 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 

二
九 

 

先
史
ア
ジ
ア
語
と
そ
の
残
影(

５) 

近 

藤 

健 

二 

475 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 
三
〇 

 

先
史
ア
ジ
ア
語
と
そ
の
残
影(

６) 

近 

藤 

健 

二 

495 
(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

鶴
見
大
学
紀
要 

第
一
部 

日
本
語
・
日
本
文 

西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏 

 

小 

林 

恭 

治 

二
九
三 

学
編 

四
九 

(

一
二･

三) 
―
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
―(

五) 
 

 

鶴
見
大
学
紀
要 

第
一
部 

日
本
語
・
日
本
文 

西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏 

 

小 

林 

恭 

治 

三
〇
三 

学
編 

五
〇 

(

一
三･

三) 

―
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
―(

七) 
 

 

帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー 

ケ
リ
読
み
添
え
箇
所
の
訓
法
一
致
率
に
よ
る
法
華
経
諸
本 

加 

藤 

浩 

司 

三
一
五 

ツ
学
部 

四
八 

(

一
三･

一
二) 

の
分
類 

 
 

（
第
一
分
冊
増
刊
に
続
く
） 

   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 
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第
一
分
冊
増
刊
（
国
語
史
・
文
字･

表
記
） 

 

一 

国
語
史
（
承
前
） 

 

東
海
学
園
大
学
日
本
文
化
学
会 
東
海
学
園 

 

校
本
詩
学
大
成
抄
（
一
） 

小 

林 

幸 

夫 

一 

言
語
・
文
学
・
文
化 

一
二 

(

一
三･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松 

尾 

肇 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

島 

絵
莉
香 

 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
二･

九) 

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
構
成
法
の
考
察 

三 

好 
 
 

彰 

1 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(

一
三･

九) 
『
諳
厄
利
亜
語
林
大
成
』
と
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に 

三 

好 
 
 

彰 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
る
黎
明
半
世
紀
の
英
学
の
進
展 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

言
語
変
化
の
段
階
と
要
因 

小 

柳 

智 

一 

18 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会 

都
大
論
究 

 

日
本
語
史
に
お
け
る
「
現
代
語
」
と
は
何
か 

 

浅 

川 

哲 

也 

二
〇 

五
〇 

(

一
三･

六) 

―
日
本
語
史
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
の
一
提
言
― 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
五 

 

『
和
漢
朗
詠
集
』
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て 

 

稲 

垣 

信 

子 

二
六 

(

一
三･

六) 

―
専
修
大
学
本
・
天
理
図
書
館
本
を
中
心
に
― 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

椄
瑰
誌 

―
西
洋
文
化
の
表
象
と
し
て
の
― 

吉 

野 

政 

治 

三
三 

一
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集 

一
三 

 
Essence of R

odrigues' gram
m

atical view
 of the  

Toru  
 

24 
(

一
三･

三) 
Japanese language 

―R
epresentative extracts  

 M
A

R
U

YA
M

A
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

from
 the Arte Breve and the Arte [G

rande] by  
J.Patrick  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Father João R
odrigues, w

ith explanatory  
 
 

B
A

R
R

O
N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

annotations and interpretations

―[1] 
 

 

新
潟
大
学 

人
文
科
学
研
究 

一
三
一 

 

平
曲
の
声
・
息
継
ぎ
の
伝
授 

鈴 

木 

孝 

庸 

四
四 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ 

清
原
宣
賢
『
大
学
聴
塵
』
字
音
注 

佐 
藤 

 
 

進 

五
七 

ム 

日
本
漢
文
学
研
究 

七 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

南
部
義
籌
と
大
庭
雪
斎 

―
『
譯
和
蘭
文
語
』
を
中
心
と 

Sim
izu- 

 

32 
659 

(

一
二･

一) 

し
て
― 

 
 

 M
asayuki 

 

比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
紀
要 

一
九 

 

平
家
物
語
に
お
け
る
「
ほ
こ
る
」
と
「
お
ご
る
」 

 

土 

居 

裕
美
子 
六
四 

(

一
三･

三) 

―
覚
一
本
・
延
慶
本
を
中
心
に
― 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
〇
七 

(

一
二･

三) 

酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
の
往
来
物
資
料 

―
目
的
と
出 

郡 
 
 

千
寿
子 

37 
 

版
地
か
ら
の
分
類
分
析
― 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
〇
七 

(

一
二･

三) 

高
山
寺
本
『
荘
子
』
の
漢
字
音 

石 

山 

裕 

慈 

40 
 

弘
前
大
学
国
語
国
文
学 

三
四 

(

一
三･

三) 

副
詞
の
歴
史
的
研
究
に
お
け
る
課
題
と
可
能
性 

川 

瀬 
 
 

卓 

44 
 

弘
前
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 

四
九 

 
｢

月
ヶ
瀬
本
仮
名
書
き
法
華
経｣

解
説
並
び
に
翻
字
（
三
） 

野 

澤 

勝 

夫 

七
〇 

(

一
三･

三) 
 

 
 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 

復 

清
原
宣
賢
自
筆
『
日
本
書
紀
抄
』(

後
抄
本)

の
漢
字
音 

坂 

水 

貴 

司 

七
七 

刊
三 

(

一
二･

七) 

―
本
文
と
注
釈
と
の
比
較
か
ら
― 

 
 

佛
教
大
学 

仏
教
学
部
論
集 

九
七 

 

『
漢
字
三
音
考
』 

―
本
居
宣
長
の
言
語
観
一
― 

田 

山 

令 

史 

八
二 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

文
献
探
究
の
会 

文
献
探
究 

五
〇 
 

異
言
語
接
触
と
日
本
語
文
法
史 

青 

木 

博 

史 

54 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

幕
末
、
明
治
初
期
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ソ
ッ
プ
寓
話 

吉 

見 

孝 

夫 

62 
 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

三 
(

一
三･

三) 

―
『
万
国
新
聞(

紙)

』
『
中
外
新
聞
』
『
遠
近
新
聞
』
― 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

改
訂
版
：
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
中
の
イ
ソ
ッ
プ 

吉 

見 

孝 

夫 

82 
 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

三 
(

一
三･

三) 

寓
話
か
ら
の
引
用 

―
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
『
伊
曽
保 

 
 
 
 

他
三
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物
語
』
と
の
対
比
― 
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万
葉
学
会 
万
葉 

二
一
四 

(

一
三･

三) 

被
覆
形
に
よ
る
複
合
・
派
生
の
再
考
察 

―
形
容
詞
被
覆 

蜂 

矢 

真 

弓 

九
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形
の
想
定
― 

 
 

三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要 

人 

コ
リ
ャ
ー
ド
『
羅
西
日
辞
書
』
諸
本
の
異
同 

 

川 

口 

敦 

子 

91 

文
論
叢 

二
九 

(

一
二･
三) 

―
ロ
ー
マ
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
お
け
る
調
査
を
中
心
に
― 

 
 

三
重
大
学 

日
本
語
学
文
学 
二
四 

 

コ
リ
ャ
ー
ド
『
羅
西
日
辞
書
』
諸
本
の
異
同(

二) 
 

川 

口 

敦 

子 

95 
(

一
三･

六) 

―
国
内
諸
本
な
ど
― 

 
 

武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌 

四
四-
四 

 

洒
落
本
に
お
け
る
会
話
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー 

―
山
東
京
伝 

小 

川 

栄 

一 

100 
(

一
三･

三) 

『
傾
城
買
四
十
八
手
』
を
資
料
に
し
て
― 

 
 

明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研
究
所 

言
語
文
化 

ヘ
ボ
ン
塾
と
明
治
の
讃
美
歌 

手
代
木 

俊 

一 

九
九 

 

二
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要 

Ｃ
Ｄ -

 

Ｒ 
契
沖
に
お
け
る
仮
名
遣
論
の
展
開 

―
『
萬
葉
代
匠
記
』 

長
谷
川 

千 

秋 

一
〇
七 

Ｏ
Ｍ
版 

一
三 

(

一
二･

三) 

か
ら
『
和
字
正
濫
鈔
』
へ
― 

 
 

立
教
大
学
日
本
文
学 

一
〇
九 

(

一
三･

一) 

賀
茂
真
淵
自
筆
草
稿
『
西
か
へ
り
』
の
解
題
と
翻
刻 

高 

松 

亮 

太 

一
一
三 

 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

越
境
者
た
ち
の
方
言
誌 

―
そ
の
日
本
語
史
へ
の
寄
与
― 

彦 

坂 

佳 

宣 

一
一
九 

九
八 

(

一
三･

五) 
 

 
 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
尊
敬
語
辞
類 

 

彦 

坂 

佳 

宣 

115 
 

六
三
〇 

(

一
三･

三) 

―
『
石
見
方
言
茶
話
』
の
模
様
と
日
本
語
史
に
お
け
る
位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

置
― 

 
 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

明
治
期
の
漢
語
理
解 

今 

野 

真 

二 

一
二
九 

一
七
〇 

(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

二 

文
字
・
表
記 

 

愛
知
県
立
大
学 

説
林 

六
一 

(

一
三･

三) 

漢
字
で
日
本
語
の
物
語
を
つ
づ
る
た
め
の
技
術 

 

犬 

飼 
 
 

隆 

一
三
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
太
安
萬
侶
た
ち
の
工
夫
～ 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

八 
 

仮
名
の
呼
称 

―
現
代
の
『
を
』
の
場
合
― 
佐 
藤 

栄 

作 

120 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

九 
 

字
体
と
そ
の
示
し
方 

佐 

藤 
栄 

作 

128 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

九
九 

 

Ｄ
・
コ
リ
ャ
ー
ド
著
『
さ
ん
げ
ろ
く
』
の
〝
～
〟 

山 

田 

昇 

平 

136 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

人
物
呼
称
の
表
記
の
考
察 

―
村
上
春
樹
と
そ
の
翻
訳
作 

越 

野 

優 

子 
144 

 

四
七 

文
学
篇 

 
(

一
三･

一
二) 

品
を
中
心
に
― 

 
 

大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研 

二
合
仮
名
の
定
位 

尾 

山 
 
 

慎 

一
四
一 

究
会 

文
学
史
研
究 

五
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文 

 

『
安
愚
楽
鍋
』
に
お
け
る
振
り
仮
名
の
研
究 

石 

井 

久
美
子 

一
四
九 

一
一
八 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報 

五
七 

 

中
国
戦
国
時
期
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
に
関
す
る
一
試
論 

下 

田 
 
 

誠 

一
五
四 

(

一
一･

三) 

―
三
晋
紀
年
銅
器
銘
文
の
字
形
分
析
を
中
心
に
― 

 
 

九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要 

五
五 

 

伝
錦
小
路
本
『
古
文
孝
経
』
隷
定
古
文
竝
異
体
字
疏
証 

石 

川 

泰 

成 

一
七
三 

(

一
三･

九) 
(

三) 

―
字
形
か
ら
み
た
鈔
写
の
伝
承
性
の
検
討
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

擬
定
家
本
の
定
家
仮
名
づ
か
い 

―
親
本
（
資
経
本
）
か 

遠 

藤 

邦 

基 

一
八
四 

語
国
文 

八
二-

四 
(

一
三･

四) 

ら
改
訂
さ
れ
た
表
記
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
九 

 

続
・
汝
の
名
は
か
く
し
て
変
わ
る 

―｢

表
意｣

の
神
話
、 

朱 
 
 

一 

星 

152 
(

一
二･

七) 
｢

表
音｣

の
虚
構 

 
 

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会 

女
子
大
国
文 

 

播
磨
極
楽
寺
出
土
瓦
経
の
篦
書
き
文
字 

―
筆
順
と
文
字 

西 

崎 
 
 

亨 

一
九
三 

一
五
二 

(

一
三･

一) 

の
理
解
度
・
習
熟
度
― 

 
 

杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
五 

 

同
字
異
訓 

玉 

村 

禎 

郎 

159 
(

一
三･

三) 
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熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
無
表
記
形
態
の
諸
要
因
に
つ
い
て 

藤 

本 

憲 

信 

二
〇
四 

学
研
究 

四
八 

(
一
三･

二) 
 

 
 

久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要 

情
報
社
会
学
科
編 

外
国
人
著
者
名
の
典
拠
デ
ー
タ
に
つ
い
て 

遠 

山 
 
 

潤 

170 
 

七 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究 

三
二 

 

上
代
木
簡
に
見
る
地
名
表
記
法
の
変
遷 

北 

川 

和 

秀 

二
一
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-
一
一  

『
古
事
記
』
に
お
け
る
熟
字
の
選
択 

―
単
漢
字
と
の
関 

奥 

田 

俊 

博 

二
二
五 

(

一
一･

一
一) 

係
を
中
心
に
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
三-

一
一  

臣
、
連
、
伴
造
・
國
造
の
文
字
選
定
を
め
ぐ
っ
て 

 

嵐 
 
 

義 

人 
*** 

(

一
二･

一
一) 
―
そ
の
豫
備
的
考
察
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
四-

三 
 

日
本
語
の
表
記
に
お
け
る
「
仮
名
遣
い
」 

今 

野 

真 

二 

二
三
二 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
四-

一
一  

ま
だ
ま
だ
あ
る
あ
る
日
本
語
文
の
表
記
法 

―
和
漢
混
淆 

三 

角 

洋 

一 

二
四
〇 

(

一
三･

一
一) 

文
成
立
の
周
辺
― 

 
 

国
文
学
言
語
と
文
芸
の
会 

国
文
学
言
語
と
文 

万
葉
集
は
大
伴
家
持
が
編
纂
し
た(

Ⅲ) 

―
作
歌
の
表
記 

中 

村 
 
 

昭 

二
四
七 

芸 

一
二
八 

(

一
二･

三) 

時
期
と
短
歌
の
階
段
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て 

―
書
誌 

高 

田 

智 

和 

二
六
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
表
記
の
特
徴
― 

斎 

藤 

達 

哉 
 

駒
澤
大
學 

駒
澤
國
文 

四
九 

(

一
二･

二) 

俳
諧
作
品
に
お
け
る
西
鶴
の
用
字 

伴 

野 

英 

一 

二
七
五 

 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

『
尋
常
小
学
読
本
』
の
仮
名
遣
い 

中 

野 

真 

樹 

181 

言
語
文
化
研
究 

一
二 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

実
践
国
文
学
会 

実
践
国
文
学 

八
二 

 

日
本
語
学
の
研
究
を
英
語
論
文
の
参
考
文
献
欄
に
書
く
場 

福 

嶋 

健 

伸 

186 
(

一
二･

一
〇) 

合
そ
の
二 

―
名
前
の
書
き
方
と
四
つ
仮
名
― 

 
 
 
 

他
四
名 

 

上
代
文
学
会 

上
代
文
学 

一
一
一 

 

地
名
二
字
表
記
化
を
め
ぐ
っ
て 

北 

川 

和 

秀 

二
八
二 

(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

二
九 

(

一
二･

三) 

記
紀
歌
謡
の
原
表
記 

瀬 
間 

正 

之 

二
九
〇 

 

上
智
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
集 

四
六 

 

コ
リ
ャ
ー
ド
『
懺
悔
録
』
の
表
記
の
特
質 

―
イ
エ
ズ
ス 

岩 

澤 
 
 

克 

三
〇
二 

(

一
三･

一) 

会
資
料
と
の
差
異 

 
 

信
州
大
学
人
文
学
部 

人
文
科
学
論
集 

文
化 

キ
リ
シ
タ
ン
版
の
原
語
に
み
る
仮
名
用
字
法
の
意
識 

 

白 

井 
 
 

純 

189 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
編 

四
六 

 

―
活
字
本
と
写
本
の
比
較
か
ら
― 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

信
州
大
学
人
文
学
部 

人
文
科
学
論
集 

文
化 

書
記
用
語
「
万
葉
仮
名
」
を
め
ぐ
っ
て 

山 

田 

健 

三 

194 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
編 

四
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

清
泉
女
子
大
学
紀
要 

六
〇 

(

一
二･

一
二) 

作
り
物
語
に
お
け
る
片
仮
名
の
和
歌 

―｢

虫
愛
づ
る
姫 

今 

野 

真 

二 

三
一
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

君｣

を
中
心
に
― 

藤 

井 

由
紀
子 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

森
田
草
平
『
輪
廻
』
伏
字
表
記
考 

―
戦
前
期
検
閲
作
品 

牧 
 
 

義 

之 

三
二
〇 

二
〇
二 

(

一
二･

三) 

の
差
別
用
語
問
題
― 

 
 

専
修
大
学
学
会 

専
修
人
文
論
集 

九
〇 

 

新
聞
折
込
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
お
け
る
句
読
点
使 

宮 

嵜 

由 

美 

202 
(

一
二･

三) 

用
に
つ
い
て 

―
都
内
二
地
点
の
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
告
の
比
較
か
ら
― 

 
 

中
京
大
学
文
学
会 

中
京
国
文
学 

三
一 
 

明
朝
体
と
手
書
き
文
字
の
差 

研 

山 

勇 

人 

三
二
五 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

朝
鮮
学
会 

朝
鮮
学
報 

二
二
二 
(

一
二･

三) 

一
八
世
紀
日
本
の
韓
国
語
学
習
書
に
お
け
る
「
ツ
」
の
表 

李 
 
 

在 

鏞 

210 
 

記 

―
雨
森
芳
洲
の
『
全
一
道
人
』
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

東
海
学
園
大
学
日
本
文
化
学
会 

東
海
学
園 

 

『
女
庭
訓
往
来
』
と
『
頭
書
絵
抄 

和
漢
女
礼
式 

女
庭 

三 

宅 

ち
ぐ
さ 

218 

言
語
・
文
学
・
文
化 

一
一 

(

一
二･

三) 

訓
御
所
文
庫
』 

―
漢
字
使
用
状
態
か
ら
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(

一
三･

九) 
N

ew
ly-D

iscovered O
kinaw

an Sūchūm
a Tally  

M
ark

 R
O

S
A
 
 

223 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Sticks C
ontaining Pictographs 
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東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報 

字
体
選
好
の
地
域
差
に
関
す
る
計
量
的
研
究 

横 

山 

詔 

一 

228 

科
学
専
攻
紀
要 

Language, Inform
ation, 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Text 

19 
(

一
二･
一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 
人
文
社
会
科
学
系
一 

 
｢

当
て
字｣

の
現
代
用
法
に
つ
い
て 

白 

勢 

彩 

子 

235 

六
三 

(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

 

真
福
寺
資
料
に
見
ら
れ
る
漢
字
の
通
用
現
象
に
つ
い
て 

 

高 

橋 

久 

子 

三
二
九 

六
四 

(

一
三･

一) 

其
の
二 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

古
記
録
か
ら
見
た
中
国
と
日
本
の
漢
字
通
用
現
象 

于 
 
 

文 

秀 
*** 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
国
際
大
学
論
叢 

人
間
社
会
学
部
編 

 
和
語
・
漢
語
が
カ
タ
カ
ナ
が
き
さ
れ
る
ば
あ
い 

花 

田 

康 

紀 

238 

一
七 

(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
〇
九 

 

漢
字
用
法
の
史
的
研
究 

―
仮
名
書
状
を
視
点
と
し
て
― 

髙 

橋 

美 

咲 

三
三
八 

(

一
三･

三) 
 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

万
葉
集
に
お
け
る
仮
名
と
漢
字 

石 

井 

久 

雄 

244 

七
八 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

徳
島
文
理
大
学 

比
較
文
化
研
究
所
年
報 

 
｢

著｣

と｢

着｣

と
の
区
別
に
つ
い
て 

―
〈
節
用
集
〉
を
中 

青 

木 
 
 

毅 

三
五
三 

二
九 

(

一
三･

三) 

心
と
し
て
― 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

田
辺
福
麻
呂
歌
集
歌
の
用
字
と
表
現 

奥 

村 

和 

美 

三
六
〇 

叙
説 

三
八 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

使
用
頻
度
か
ら
み
た
十
巻
本
『
歌
合
』
の
用
字
法 

長
谷
川 

千 

秋 

三
六
八 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

一
六
二
七
年
の
殉
教
報
告
書
の
写
本
二
種
に
見
え
る
ロ
ー 

川 

口 

敦 

子 

三
七
六 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 

マ
字
表
記 

 
 

日
本
語
学
研
究
と
資
料
の
会 

日
本
語
学 

研 

万
葉
仮
名
字
母
の
使
用
に
影
響
を
与
え
る
表
記
環
境 
澤 

崎 
 
 

文 

三
八
三 

究
と
資
料 

三
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
論
集 

一
〇 

 

後
鳥
羽
院
筆
「
熊
野
懐
紙
」
の
字
母
に
つ
い
て 

吉 
田 

智 

美 

三
九
〇 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
読
書
学
会 

読
書
科
学 

五
四-

三
・
四  

ひ
ら
が
な
文
字
の
形
態
的
類
似
性
評
定
調
査 

川 

上 
正 
浩 

251 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辻 
 
 

弘 
美 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

｢

日
本
語
海
外
普
及
に
関
す
る
協
議
会｣

（
一
九
三
七 -

 

一 
M

aeda H
itosi 

 
255 

659 
(

一
二･

一) 

九
三
八
年
）
の
議
論
に
現
れ
た
ロ
ー
マ
字
論 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

N
ippongo to K

anzi

〈Sono 5

〉 

法
語
は
摩
訶
不
可
思 

Takeba R
yôiti 

 

259 
659 

(

一
二･

一) 

議
《
ほ
う
ご
は 

ま
か
ふ
し
ぎ
》 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

N
ippongo to K

anzi

〈Sono 6

〉 

天
神
様
の
細
道
ぢ
ゃ 

Takeba R
yôiti 

 

262 
660 

(

一
二･

四) 

《
平
安
時
代
の
漢
語
文
化
》 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

N
ippongo to K

anzi

〈Sono 7

〉 

漢
字
か
ら
草
（sô

） 
Takeba R

yôiti 
 

265 
661 

(

一
二･

七) 

の
か
な
へ
《
貫
之
・
道
風
・
佐
理
・
行
成
》 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

日
本
語
の
将
来
と
ロ
ー
マ
字 

茅 

島 
 
 

篤 

268 
662 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

N
ippongo to K

anzi

〈Sono 8

〉 

か
な
の
花
さ
く
と
き 

Takeba R
yôiti 

 

271 
662 

(

一
二･

一
〇) 

《
平
安
の
草
の
か
な
》 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

資(

史)

料 

福
沢
諭
吉
編
『
文
字
之
教
』
一
八
七
三
年 

Takeba R
yôiti 

 

274 
662 

(

一
二･

一
〇) 

 
 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

音
韻
論
と
ロ
ー
マ
字
つ
づ
り 

第
一
回 

音
韻
論
が
で
き 

Sim
izu- 

 

279 
663 

(

一
三･

一) 

る
ま
え 

 
 
 M

asayuki 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

N
ippongo to K

anzi

〈Sono 9

〉 

支
え
合
う
か
な
と
漢 

Takeba R
yôiti 

 

285 
663 

(

一
三･

一) 

字
《
和
漢
混
淆
文
の
発
達
》 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
日
本
古
代
木
簡
字
典
』
か
ら
み 

Iw
abuti Tadasu

 
 

287 
664 

(

一
三･

四) 

た
漢
字 
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日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

音
韻
論
と
ロ
ー
マ
字
つ
づ
り(

二) 

―
一
字
一
音
素
の
原 

Sim
izu- 

 

291 
664 

(

一
三･
四) 

理 
 

 
 M

asayuki 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

世
に
い
わ
れ
る
「
正
し
い
書
き
順
」 

岩 

淵 
 
 

匡 

297 
665 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
文
芸
研
究
会 

文
芸
研
究
―
文
芸
・
言
語 

近
代
教
育
漢
字
字
体
資
料
の
分
類 

山 

下 

真 

里 

300 

・
思
想
― 

一
七
五 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
会 
国
語
教
育 

龍
谷
大
学
蔵
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
（
〇
二
一 -

 

二
三
四 

瀬 

古 

淳 

祐 

四
〇
一 

研
究 

五
三 

(

一
二･

三) 
 -

 

七
）
に
お
け
る
畳
字
に
つ
い
て 

 
 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 
復 

御
物
本
『
更
級
日
記
』
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て 

佐
々
木 

 
 

勇 

四
〇
六 

刊
四 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
文
教
女
子
大
学
国
文
学
会 

文
教
国
文
学 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
『
加
州
官
地
論
』
に
つ
い
て 

 

橋 

村 

勝 

明 

四
〇
九 

 

五
七 

(

一
三･

二) 

―
表
記
か
ら
見
た
諸
本
の
関
係
性
― 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

第
一
分
冊 

文
科
編 

 

『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
字
母 

―｢

桐
壺｣

巻
か
ら
― 

沼 

尻 

利 

通 

四
一
五 

六
二 

(

一
三･

二) 
 

 
 

福
岡
教
育
大
学
国
語
科
研
究
論
集 

五
四 

 

『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
本
文
表
記 

―｢

桐
壺｣

巻
か
ら 

沼 

尻 

利 

通 

四
二
一 

(

一
三･

三) 

― 
 

 

北
海
学
園
大
学
学
術
研
究
会 

学
園
論
集 

 
R

ôm
azi N

ihongo-bun no či to ču no čuzuri-kata 
K

IRIK
A

E H
ideo 

 

307 

一
五
三 

(

一
二･

九) 
 

 
 

北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文
研
究 

江
戸
期
の
い
ろ
は
仮
名 

岡 

田 

一 

祐 

四
二
九 

 

一
四
二 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会 

語
学
文
学 

 

万
葉
集
の
表
記
に
お
け
る
選
字
意
識 

伊 

藤 

一 

男 

四
三
五 

五
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

万
葉
学
会 

万
葉 

二
一
五 

(

一
三･

九) 

古
風
土
記
の
地
名
表
記
と
和
銅
官
命 

橋 

本 

雅 

之 

四
四
〇 

 

明
治
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
論
集 

三
八 

 

橋
本
進
吉
の
文
字
論 
シ
ョ
ー
ン
・ 

四
四
七 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ニ
コ
ル
ソ
ン 

 

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
教
材
と
し
て
の
新
聞
活
用
事
例
と
そ
の
課
題 
 

髙 
橋 
永 

行 

315 
 

米
沢
国
語
国
文 

四
一 

(

一
二･

一
一) 

～
常
用
漢
字
表
（
平
成
二
二
年
内
閣
告
示
第
二
号
）
と
新 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞
報
道
を
め
ぐ
っ
て
～ 

 
 

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報 

九 
 

連
歌
に
お
け
る
〈
つ
〉
の
仮
名
表
記 

岡 

田 
 
 

薫 

329 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報 

一
〇
・
一
一 

『
仮
名
文
字
遣
』
の
促
音
お
よ
び
ｔ
入
声
の
仮
名
表
記 

岡 

田 
 
 

薫 

四
五
五 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学 

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字 

古
今
和
歌
集
元
永
本
の
周
辺
に
お
け
る
漢
字 

石 

井 

久 

雄 

339 

文
化
研
究
所
紀
要 

七 
(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

『
航
米
日
録
』
巻
一
～
巻
五
の
漢
字
に
つ
い
て 

浅 

野 

敏 

彦 

350 

九
六 

(

一
二･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

『
航
米
日
録
』
の
外
国
地
名
表
記 

湯 

浅 

彩 

央 

四
六
八 

 

六
三
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

日
本
語
の
用
字
用
語 

児 

玉 

徳 

美 

355 
 

六
三
三 

(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 

日
本
東
洋
文
化
論 

万
葉
仮
名
の
前
と
後 

上 

村 

幸 

雄 

365 

集 

一
九 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

『
万
葉
集
』
の
訓
字
主
体
表
記
に
見
え
る
二
種
の
仮
名 

 

澤 

崎 
 
 

文 

四
七
四 

一
六
八 

(

一
二･

一
〇) 

―
表
記
環
境
に
よ
る
字
母
の
違
い
― 

 
   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
（
文
法
） 

 

文 

法 
 

愛
知
大
学
語
学
教
育
研
究
室
紀
要 
言
語
と
文 

物
語
論
に
お
け
る
人
称
の
意
味 

認
知
的
談
話
構
築
の
観 

山 

本 

雅 

子 

1 

化 

二
八 

(

一
三･

一) 

点
か
ら 

 
 

愛
知
大
学
国
文
学 

五
二 

(

一
三･

一) 

接
続
詞
「
お
よ
び
」
の
解
釈 

久 

野 

か
お
る 

10 
 

愛
知
大
学
文
学
論
叢 

一
四
六 

(

一
二･

七) 
古
代
語
・
現
代
語
の
複
合
形
容
詞
の
比
較 

―
名
詞
＋
形 

漆 

谷 

広 

樹 

17 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容
詞
の
複
合
形
容
詞
の
場
合
― 

 
 

愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

国
語
国 

『
在
京
日
記
』
に
お
け
る
係
り
結
び
と
連
体
形
終
止 

高 

瀬 

正 

一 

30 

文
学
報 

七
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

国
語
国 

条
件
表
現
史
上
に
お
け
る
原
因
理
由
文
の
変
化
の
意
味 

矢 

島 

正 

浩 

36 

文
学
報 

七
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究 

二
一 

 

「
語
の
安
定
化
」
と
二
段
活
用
の
一
段
化 

佐
々
木 

淳 

志 

49 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部 

紀
要 

四
五 

 
The Intervention Effect as a Syntactic Phenom

enon  
H

isashi  
 

57 

言
語
・
文
学
編 

(

一
三･

三) 
in Japanese 

 
 
 

M
O

R
ITA

 
 

 

愛
知
淑
徳
大
学
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学 

日
本
語
主
語
の
復
権 

―
日
本
語
助
辞｢
は｣

の
職
能(

二) 

山 

内 

啓 

介 

74 

会 

言
語
文
化 

二
〇 

(

一
二･

三) 

― 
 

 

愛
知
淑
徳
大
学
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学 

源
氏
物
語｢

若
菜｣

巻
に
お
け
る
格
助
詞｢

の｣
の
一
用
法 

三
鳥
川 

幸 

治 

82 

会 

言
語
文
化 

二
〇 

(

一
二･

三) 
 

 
 

愛
知
淑
徳
大
学
論
集 

グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ル
チ
ャ 

日
本
語
助
辞
「
は
」
の
職
能 

山 

内 

啓 

介 

87 

ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
篇 

一 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

〇
九･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

青
山
語
文 

 

古
典
語
に
見
ら
れ
る
〈
名
詞
句
＋
副
助
詞
〉
の
格 

山 
田 

昌 

裕 

一 

四
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

青
山
語
文 

 

ア
ス
ペ
ク
ト
の
情
報
伝
達
機
能 

―｢

タ｣

形
と｢

テ
イ
ル｣ 

孫 
 
 

敦 
夫 

六 

四
二 

(

一
二･

三) 

形
を
中
心
に
― 

 
 

茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
一 

 

引
用
述
語
の
現
れ
な
い
発
話
・
思
考
報
告
文 

―｢

省
略｣ 

大
島
デ
イ
ヴ
ィ
ッ 
95 

(

一
三･

二) 

か｢

構
文｣

か 

ド
義
和 

 

上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要 

三
五 

(

一
二･

一) 
Scram

bling and the Structure of TP: R
em

arks on  
M

izuguchi  
 

103 
 

M
iyagaw

a (2001) 
 
 
 
 M

anabu
 

 
 

桜
美
林
大
学 

桜
美
林
論
考 

言
語
文
化
研
究 

直
接
引
用
形
式
を
前
項
に
持
つ
複
合
名
詞
「
～
状
態
」
を 

新 

屋 

映 

子 

108 
 

四 
(

一
三･

三) 

め
ぐ
っ
て 

東 

條 

和 

子 
 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 

日
本
語
の
無
主
語
文
を
め
ぐ
っ
て 

新 

屋 

映 

子 

115 

教
育
論
叢 

九 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

桜
美
林
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科 

言
語 

範
疇
横
断
的
研
究 

―｢

固
体
的
範
疇｣

と｢

液
体
的
範
疇｣ 

山 

岡 
 
 

洋 

122 

教
育
研
究 

三 
(

一
三･

三) 

― 
 

 

大
分
大
学 

国
語
の
研
究 

三
八 

(

一
三･

三) 

比
況
の
副
詞
の
位
置 

中 

川 

祐 

治 

128 
 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

九
九 
 

日
本
語
の
疑
問
詞
疑
問
文
と
「
の
」
の
有
無 

金 

水 
 
 

敏 

133 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会 

詞
林 

 

中
古
・
中
世
に
お
け
る
作
成
動
詞
・
入
手
動
詞 

―
受
益 

森 
 
 

勇 

太 

一
三 

五
二 

(

一
二･

一
〇) 

者
の
格
標
示
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

大
阪
大
学
世
界
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集 

七 

全
て
の
ヲ
は
格
助
詞
か 

中 

尾 

有 

岐 

139 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

毛
能
波
と
鵜
尓
乎 

蔦 
 
 

清 

行 

一
九 

日
本
語
・
日
本
文
化 

三
八 

(

一
二･

三) 
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大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

助
詞
「
に
」
の
統
語
的
性
質
に
つ
い
て 

―
補
文
化
辞
の 

荘 

司 

育 

子 

146 

日
本
語
・
日
本
文
化 

三
八 

(

一
二･

三) 

観
点
か
ら
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

五
三 

 

非
意
図
的
な
出
来
事
と｢

損
失
構
文｣

 

―
使
役
構
文
と
の 

鄭 
 
 

聖 

汝 

156 
(

一
三･

三) 

相
違
に
つ
い
て
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
人
が
あ
る
」
存
在
文
の
成
立
条 

鄭 
 
 

聖 

汝 

165 
 

四
六 

日
本
学
篇 

(

一
二･

一
二) 

件 

黒 

川 

尚 

彦 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

A
n A

rgum
ent for the M

ovem
ent A

nalysis of  
M

aiko 
 
 

176 
 

四
六 

文
学
篇 

(

一
二･

一
二) 

SH
IK

A-N
PI Licensing in Japanese 

 YA
M

A
G

U
C

H
I 

 
 

大
阪
大
谷
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

大
阪
大 

｢

注
文
の
多
い
料
理
店｣

小
考 

―｢

数
量
詞
＋
も
＋
仮
定 

大 

槻 

美
智
子 

188 

谷
国
文 

四
二 

(

一
二･

三) 
節｣

｢

数
量
詞
＋
だ
け｣

の
表
現
性
か
ら
― 

 
 

大
阪
国
際
大
学 

国
際
研
究
論
叢 

二
五-

二 

今
昔
物
語
集
の
形
容
詞
の
体
系
性 

―
中
古
資
料
と
の
比 

村 

田 

菜
穂
子 

196 
(

一
二･

一) 

較
を
交
え
つ
つ
― 

 
 

大
阪
国
際
大
学 

国
際
研
究
論
叢 

二
六-

一 

主
部
内
在
型
関
係
節
の
成
立
条
件
に
つ
い
て
の
一
考
察 

伊 

藤 
 
 

創 

203 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

岡
大
国
文
論 

中
世
末
～
近
世
期
口
語
資
料
に
お
け
る
モ
シ
疑
問
文
・
推 

康 
 
 

邑 

琪 

213 

稿 

四
〇 

(

一
二･

三) 

量
文
の
文
型
と
意
味 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究 

九 
 

Som
e N

otes on Verbal R
eflexives in Japanese 

Tohru N
oguchi 

 

221 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

続
古
事
談
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て 

―
古
事
談
と 

柴 

田 

昭 

二 

二
七 

一
三
九 

(

一
三･

三) 

の
比
較
を
兼
ね
て
― 

連 
 
 

仲 

友 
 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

江
談
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て 

柴 

田 

昭 

二 

三
〇 

一
四
〇 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連 
 
 

仲 

友 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
〇 

二
つ
の
目
的
語
を
も
つ
上
代
語
の
構
文 

―
助
詞｢

を｣
の 

佐
佐
木 

 
 

隆 

三
四 

(

一
二･

三) 

機
能
― 

 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集 

二
一 

 

感
情
形
容
詞
の
副
詞
的
用
法
に
つ
い
て 
村 
上 

佳 

恵 

229 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報 

五
八 

 

時
間
節
お
よ
び
時
間
句｢

時｣
｢

頃｣

の
用
法 

前 

田 
直 

子 

245 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
奈
川
大
学
言
語
研
究 

三
四 

(

一
二･

三) 
O

n Som
e D

ifferences betw
een Restrictive and  

H
irom

i S
ato

 
 

251 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N
onrestrictive R

elative C
lauses and the Parallelism

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

betw
een H

ead-Internal and H
ead-External Relative  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Clauses in Japanese 
 

 

関
西
外
国
語
大
学
研
究
論
集 

九
七 

 
｢

よ
う
な｣

と｢

よ
う
に｣

の
交
替 

―
名
詞
句｢

Ｎ
１
の
よ 

光 

信 

仁 

美 

268 
(

一
三･

三) 

う
な
Ｘ
な
Ｎ
２｣

に
お
け
る
― 

 
 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

独
立
文
の
条
件
再
考 

井 

上 

和 

子 

277 
Scientific A

pproaches to Language 
11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

状
態
変
化
を
表
す
軽
動
詞｢

す
る｣

： 
｢

Ａ
を
Ｂ
に
す
る｣ 

山 

田 

昌 

史 

286 
Scientific A

pproaches to Language 
11 

構
文
の
統
語
分
析 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
九
州
市
立
大
学
文
学
部
紀
要 

八
一 

 

上
代
語
に
お
け
る
係
助
詞
カ
の
振
る
舞
い 

―
係
助
詞
ヤ 

堀 

尾 

香
代
子 

297 
(

一
二･

三) 

と
の
比
較
を
通
し
て
― 

 
 

北
九
州
市
立
大
学
文
学
部
紀
要 

八
二 
 

上
代
語
に
み
る
ヤ
に
よ
る
係
り
結
び
の
異
型 

堀 

尾 

香
代
子 

305 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岐
阜
大
学
国
語
国
文
学 

三
九 

(

一
三･

三) 

ヲ
格
と
ニ
格
の
ゆ
ら
ぎ 

山 

田 

敏 

弘 

310 
 

岐
阜
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

(

一
二･

三) 

「
感
情
表
現
＋
こ
と
に
」
の
周
辺(

二) 

加 

藤 

由
紀
子 

315 
 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学 

三
二 

 

『
教
訓
近
道
』
の
疑
問
表
現 

―
『
伊
曽
保
物
語
』
と
の
比 

濱
千
代 

い
づ
み 

319 
(

一
三･

三) 

較
を
通
し
て
― 
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九
州
大
学
大
学
院 

文
学
研
究 

一
〇
九 

 

機
能
拡
張
モ
デ
ル
と
言
語
運
用
の
要
請 

―
問
返
し
疑
問 

稲 

田 

俊 

明 

325 
(

一
二･

三) 

の
応
答
に
関
す
る
覚
書
― 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 
文
学
研
究 

一
一
〇 

 

日
本
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
名
詞
句
の
結
合
違
反
に
つ
い 

坂 

本 
 
 

勉 
*** 

(

一
三･

三) 

て 

―
評
定
値
実
験
の
結
果
を
基
に
― 

 
 

京
都
大
学
言
語
学
研
究 
三
一 

(

一
二･

一
二) 

ニ
ヨ
ッ
テ
受
動
文
に
つ
い
て
の
一
考
察 

―
ニ
・
ニ
ヨ
ッ 

R
udy T

oet 
 

336 
 

テ
受
動
文
の
統
一
的
な
分
析
に
向
け
て
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

不
変
化
助
動
詞
の
本
質
、
続
貂 

大 

木 

一 

夫 

四
六 

語
国
文 

八
一-

九 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 
国 

ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
に
お
け
る｢

同
格
構
成｣

と｢

異
格
構 

小
鹿
原 

敏 

夫 

351 

語
国
文 

八
一-

一
〇 

(

一
二･

一
〇) 
成｣

に
つ
い
て 

 
 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
六 
日
本
語
の
遠
近
を
表
す
形
容
詞
「
近
い
・
遠
い
」
と
格
助 

平 

塚 
 
 

徹 

360 
(

一
三･

三) 

詞
「
に
・
か
ら
」 

 
 

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要 

三
八 

(

一
二･

一) 

命
令
・
意
志
を
表
す
名
詞
文
に
つ
い
て
の
覚
書 

中 

﨑 
 
 

崇 

369 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

関 

智 

子 
 

共
立
女
子
大
学
国
際
学
部 

共
立
国
際
研
究 

 
｢

と
い
え
ば｣

の
主
題
提
示
用
法 

佐 

藤 

雄 

一 

379 

二
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

共
立
女
子
大
学
国
際
学
部 

共
立
国
際
研
究 

 

名
詞
述
語
文
「
Ａ
は
Ｂ
だ
」
の
種
類
と
使
用
比
率 

佐 

藤 

雄 

一 

389 

三
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
四 

 
O

n the Japanese R
ight Periphery 

D
aisuke  

 

398 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 IN

A
G

A
K

I 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

い
わ
ゆ
る｢

気
づ
き
の
『
け
り
』｣

再
考 
―
そ
の
諸
相
、 

坂 

田 

一 

浩 

五
五 

学
研
究 

四
七 

(

一
二･

二) 

お
よ
び
他
の
諸
用
法
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集 

五 

命
令
文
の
基
本
的
機
能 

佐 

藤 

友 

哉 

六
三 

(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

群
馬
大
学
語
文
学
会 

語
学
と
文
学 

四
八 

 

並
立
助
詞
と
共
起
す
る
ナ
ン
ド
・
ナ
ド 
小 

林 

正 

行 

414 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
四 

Indirect Passives and R
elational N

ouns (II) 
T

akashi Iida 
 

419 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
六 

 

生
理
的
境
界
点
・
閾
値
と
局
面
変
化
完
了
認
知
基
「
タ
」 

関 

口 

美 
緒 

431 
(

一
三･

七) 

の
関
係 

 
 

甲
南
大
学
紀
要 

文
学
編 

一
六
三 

 

事
象
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
性
に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査 

 

青 

木 

奈
律
乃 
438 

(

一
三･

三) 

―
そ
の
詳
細
デ
ー
タ
― 

中 

谷 

健
太
郎 

 

甲
南
女
子
大
学
国
文
学
会 

甲
南
国
文 

六
〇 

｢

源
氏
物
語｣

で
の｢

け
る
か
な｣

の
用
例
の
検
討 

 

西 

田 

隆 

政 

447 
(

一
三･

三) 

―｢

詠
嘆｣

の
表
現
を
考
え
る
一
助
と
し
て
― 

 
 

神
戸
大
学
大
学
院 

神
戸
言
語
学
論
叢 

八 
 

THE GENESIS OF THE JAPANESE GRAM
M

ATICAL  
H

ideki  
 

452 
(

一
二･

三) 
M

ARKER NAI 
 

 
K

ishim
oto

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
会 

神
戸
外
大
論
叢 

現
代
日
本
語
の
主
題
に
現
れ
う
る
名
詞
句
に
つ
い
て
の
覚 

福 

田 

嘉
一
郎 

462 
 

六
三-

二 
(

一
三･

三) 

書 
 

 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
科
論
集 

一
六 

 
｢

ラ
レ
テ
イ
ル｣

の
文
の
動
作
主
不
表
示 

―｢

ラ
レ
テ
イ 

李 
 
 
 
 

藝 

465 
(

一
三･

七) 

ル｣

の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
と
動
作
主
の
指
示
特
性
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
分
析
― 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical and  

現
行
法
令
に
お
け
る
サ
変
動
詞
五
段
化
・
上
一
段
化
現
象 

松 

田 

謙
次
郎 

472 
A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

の
言
語
内
的
要
因 

 
(TA

LK
S
) 

16 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会 

神
女
大
国
文 

 

動
詞
の
否
定
中
止
形
ナ
ク
の
使
用
状
況
と
成
立
背
景 

舩 

木 

礼 

子 

478 

二
四 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

橋 

本 

礼 

子) 
 

神
戸
山
手
大
学
紀
要 

一
四 

(

一
二･

一
二) 

日
本
語
の
補
足
節
と
代
用
形 

―
引
用
節
と
そ
の
周
辺
― 

阿 

部 
 
 

忍 

488 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
四-

六 
 

源
氏
物
語
に
お
け
る
敬
語
「
御
」
の
用
法 

高 

桑 

恵 

子 

七
一 

(

一
三･

六) 
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國
學
院
大
學 
國
學
院
雜
誌 

一
一
四-

一
二  

日
本
国
憲
法
の
「
は
」
と
、
そ
の
構
文 

中 

村 

幸 

弘 

七
七 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

三 
 

｢

受
身
動
詞｣

と｢

使
役
動
詞｣

の
定
義
に
つ
い
て 

岡 

田 
 
 

誠 

493 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

複
文
構
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
話
題 

益 

岡 

隆 

志 

498 

ビ
ュ
ー 

四-

二 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

四 
(

一
二･
一
一) 

節
連
接
マ
ー
カ
ー
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
形
と
モ
ダ
リ
テ 

角 

田 

三 

枝 

502 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ィ 
 

 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
八-

二 
 

現
代
日
本
語
の
動
詞｢

詰
め
る｣

｢

覆
う｣

の
分
析 

 

川 

野 

靖 

子 

517 
(

一
三･

三) 
―
格
体
制
の
交
替
の
観
点
か
ら
― 

 
 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
八-

二 
 

The R
esolution of A

m
biguities in Coordinate N

oun  
N

obuhiko  
 

523 
(

一
三･

三) 
Phrase Structures in Japanese: a corpus-based study

 
 

YA
M

A
N

A
K

A
 

 

四
国
大
学
紀
要 

Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 

Ｂ 

太
宰
治
『
晩
年
』
の
副
助
詞
バ
カ
リ
と
ダ
ケ 

―
堀
辰
雄 

田 

中 

敏 

生 

八
三 

自
然
科
学
編 

Ａ
三
七
・
Ｂ
三
四 

(

一
二･

三) 

二
作
品
と
の
対
比
を
兼
ね
て
― 

 
 

四
国
大
学
紀
要 

Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 

Ｂ 

『
古
今
和
歌
集
』
の
副
助
詞
ダ
ニ 

―
〈
相
対
的
軽
少
性
〉 

田 

中 

敏 

生 

九
五 

自
然
科
学
編 

Ａ
三
八
・
Ｂ
三
五 

(

一
二･

一
二) 

の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

四
国
大
学
紀
要 

Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 

Ｂ 

『
後
撰
和
歌
集
』
の
副
助
詞
サ
ヘ 

―
平
安
朝
和
歌
に
お 

田 

中 

敏 

生 

一
〇
二 

自
然
科
学
編 

Ａ
三
九
・
Ｂ
三
六 

(

一
三･

三) 

け
る
〈
周
縁
波
及
性
〉
の
意
義
の
一
確
認
― 

 
 

島
根
大
学 

島
大
言
語
文
化 

三
三 

 
M

ODALITY AND A CASE M
ARKING CONSTRAINT  

A
kiko  

 

542 
(

一
二･

一
〇) 

IN JAPANESE POTENTIAL CONSTRUCTIONS 
 

K
O

B
AYA

SH
I 

 

下
関
市
立
大
学
論
集 

五
七-

一 
(

一
三･

五) 

有
対
の
自
・
他
動
詞
の
意
味
制
約(

上) 

―
受
け
身
、
使 

中 

野 

琴 

代 

559 
 

役
、
可
能
、
自
発
と
の
関
わ
り
― 

 
 

首
都
大
学
東
京
・
東
京
都
立
大
学 

人
文
学
報 

「
連
体
修
飾
節
と
主
節
の
時
間
的
関
係
に
つ
い
て
」
再
論 

大 

島 

資 

生 

564 
 

四
六
二 

(

一
二･

三) 

―
石
井
・
石
川
（
二
〇
一
〇
）
へ
の
反
論
― 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
集 

四
五 

 

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
助
詞
ヨ
リ
の
「
主
格
」
用
法 
小 
島 

 
 

和 

一
〇
八 

(

一
二･

一) 

に
つ
い
て 

―
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
ム
ン
ヂ
を
中
心
に
― 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
集 

四
六 

 
｢

属｣

の
分
類
原
理 

―
富
士
谷
成
章
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
に
お 

遠 

藤 
佳
那
子 

一
一
八 

(

一
三･

一) 

け
る
テ
ニ
ヲ
ハ
の
分
類
― 

 
 

信
州
大
学
国
語
教
育
学
会 

信
大
国
語
教
育 

 

連
体
修
飾
表
現
の
接
続
形
式
ト
ノ
と
そ
の
周
辺 

登 

内 

恭 

平 

572 

二
二 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

信
州
大
学
人
文
学
部 

人
文
科
学
論
集 

文
化 

述
体
に
於
け
る
動
詞
文
と
形
容
詞
文 

石 

神 

照 

雄 

一
二
七 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
編 

四
六 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

信
州
大
学
人
文
学
部 

人
文
科
学
論
集 

文
化 

述
体
に
於
け
る
名
詞
文 

石 

神 

照 

雄 

一
三
四 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
編 

四
七 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

信
州
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究 

五 
 

優
位
性
効
果
と
指
示
関
数 

村 

田 
 
 

明 

578 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

成
蹊
大
学
一
般
研
究
報
告 

四
七-

七 
 

副
詞
句
と
否
定
文 

井 

島 

正 

博 

一
四
四 

(

一
三･

一
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

成
蹊
大
学 

成
蹊
国
文 

四
五 

(

一
二･

三) 

明
治
期
国
定
『
高
等
小
学
読
本
』
の
可
能
表
現
形
式 

小
木
曽 

智 

信 

一
五
八 

 

成
蹊
大
学
大
学
院 

成
蹊
人
文
研
究 

二
一 

 

数
量
詞
と
否
定
文 

井 

島 

正 

博 

一
七
七 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
四 

現
代
語
確
立
期
に
お
け
る
「
は
ず
だ
」
の
用
法
推
移 

 

松 

本 
 
 

隆 

583 
(

一
三･

三) 

―
予
定
を
意
味
す
る
客
観
的
な
「
は
ず
」
の
衰
退
を
中
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
し
て
― 

 
 

専
修
大
学
学
会 

専
修
人
文
論
集 

九
一 

 

複
合
辞
の
「
こ
と
だ
」
に
つ
い
て
の
一
試
論 

高 

橋 

雄 

一 

590 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



(50-2) 
15 

創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
日
本 

事
態
の
既
定
性
と
「
せ
っ
か
く
」
構
文 

蓮 

沼 

昭 

子 

602 

文
学 

二
二 

(
一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
日
本 

「
と
す
る
」
と
「
に
す
る
」
の
違
い 

―
意
味
・
用
法
を
中 

大 

塚 
 
 

望 

614 

文
学 

二
三 

(

一
三･
三) 

心
に
し
て
― 

 
 

園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集 
四
六 

 

テ
形
節
に
お
け
る
統
語
的
考
察 

吉 

永 
 
 

尚 

624 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集 

四
七 

 

「
ナ
イ
デ
」
と
「
ナ
ク
テ
」
の
相
違
に
つ
い
て 

吉 

永 
 
 

尚 

630 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
東
文
化
大
学
語
学
教
育
研
究
所 

語
学
教
育 

限
定
的
評
価
判
断
の
表
現 

―｢

だ
け
に｣

｢

だ
け
あ
っ
て｣ 

田 

中 
 
 

寛 

634 

研
究
論
叢 

三
〇 

(

一
三･

二) 
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

出
発
点
を
表
す
格
助
詞
「
を
」
と
「
か
ら
」
に
つ
い
て 

孫 
 
 

逸 

珊 

645 

報 

一
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

格
助
詞
「
デ
」
の
包
括
的
意
味
用
法
に
関
す
る
一
考
察 

盤 

若 

洋 

子 

651 

報 

一
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
第
二
分
冊
増
刊
に
続
く
） 

   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
増
刊
（
文
法
） 

 

文 

法
（
承
前
） 

 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 
人
間
文
化 

｢

Ｎ
Ｐ
１
の
Ｎ
Ｐ
２｣

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
析 

緒 

方 

隆 

文 

1 

研
究
所
年
報 

二
四 

(

一
三･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会 

語
文
論
叢 

モ
ダ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
覚
え
書
き 

岡 

部 

嘉 

幸 

9 
 

二
八 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

中
京
大
学
文
学
会 

中
京
国
文
学 

三
二 

  
接
続
詞
「
な
の
で
」
の
書
き
言
葉
に
お
け
る
使
用
に
つ
い 

宮 

内 

佐
夜
香 

20 
(

一
三･

三) 
て 
―
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
を
資 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

料
と
し
て
― 

 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

迂
言
的
受
身
表
現｢

～
を
受
け
る｣

に
つ
い
て 

 

孟 
 
 
 
 

煕 

27 
 

―
漢
語
サ
変
名
詞
の
特
徴
を
中
心
に
― 

 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

｢

ノ
コ
ト
目
的
語｣
に
お
け
る
コ
ト
の
分
析 

 

湯 

本 

か
ほ
り 

34 
 

―
必
須
の
コ
ト
か
ら
介
在
可
能
な
コ
ト
へ
の
連
続
性
― 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

名
詞
述
語
文
の
生
成
語
彙
論
的
解
釈 

今 

田 

水 

穂 

41 
 

六
一 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

叙
想
的
時
制
と
叙
想
的
ア
ス
ペ
ク
ト 

渡 

邊 

淳 

也 

51 
 

六
一 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

原
因
の
「
～
で
」
と
「
～
こ
と
で
」
に
つ
い
て 

杉 

本 
 
 

武 

73 
 

六
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

天
理
大
学 

外
国
語
教
育 

理
論
と
実
践 

  

主
要
部
内
在
関
係
節
再
考 

田 

中 

紀 

男 

81 

三
九 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

天
理
大
学
学
報 

六
五-

一 
(

一
三･

一
〇) 

日
本
語
の
非
限
定
的
名
詞
修
飾
節
と
推
論
用
法
の
「
～
か 
岩 

田 

良 

治 

87 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
」
節
に
つ
い
て 

 
 

東
海
大
学
紀
要 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー 

三 
 

日
本
語
心
理
動
詞
の
性
質
に
つ
い
て 

―
受
身
・
使
役
の 

外 

崎 
淑 

子 

92 
(

一
三･

三) 

考
察
か
ら
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
二･

九) 

ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
「
て
い
る
」
の
成
立
に
つ
い
て 

野 

田 

高 
広 

99 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
三 

(

一
三･

一) 
Form

al D
escription and Explanation of Tem

poral  
M

achida, K
en

 
 

111 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Properties of Sentences 
 

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

文
末
ノ
ダ
文
の
構
造
と
機
能 

井 

島 

正 

博 

一 

八
九-

一
一 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報 

O
n the B

i-clausality of the Productive C
ausative  

T
a

k
a

n
e

 Ito
 
 

117 

科
学
専
攻
紀
要 

Language, Inform
ation, 

 
C

onstruction in Japanese:Evidence from
 ER

P 
 

 
Text 

19 
(

一
二･

一
二) 

Experim
ents 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
七 

日
本
語
の
「
あ
る
／
い
る
」
構
文
の
類
型 

―
命
題
の
意 

韓 
 
 

必 

南 

123 
(

一
三･

三) 

味
的
特
徴
に
注
目
し
て
― 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系
二 

 

ニ
格
の
起
点
用
法
に
つ
い
て 

―
指
向
性
か
ら
の
説
明
― 

岡 
 
 

智 

之 

133 

六
三 

(

一
二･

二) 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

主
格
を
示
す
助
詞
の
頻
度
分
布
と
主
格
省
略
の
問
題 

 

真 

田 

治 

子 

139 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 

―
結
合
価
理
論
を
参
考
に
し
た
計
量
的
分
析
― 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

副
助
詞
ナ
ド
の
機
能 

小 

林 

正 

行 

146 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

｢

名
詞
＋
動
詞
連
用
形
＋
す
る｣

型
動
詞
と｢

名
詞
＋
動
詞｣ 

阿 

部 

志
野
歩 

*** 

文
学 

四
五 

(

一
三･

三) 

型
動
詞
の
語
構
成
と
自
他 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

古
本
説
話
集
の
「
け
り
」
の
テ
ク
ス
ト
機
能 

 

藤 

井 

俊 

博 

八 

七
八 

(

一
三･

三) 

―
「
に
け
り
」「
係
り
結
び
」
の
終
結
機
能
― 
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同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
〇 

受
給
動
詞
の
用
法
の
一
考
察 

―
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
用 

米 

澤 

昌 

子 

153 
(

一
二･

三) 

例
の
分
析
― 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 
文
化 

七
六-

三･

四 
 

現
代
日
本
語
「
た
」
の
意
味 

大 

木 

一 

夫 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報 

六
一 

 

事
態
を
描
か
な
い
文
・
素
描 

大 

木 

一 

夫 

二
六 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 
O

n the D
istribution of the Interpretations of  

Tadashi B
aika 

 

163 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

一
二 

(

一
一･
三) 

the te-iru C
onstruction in Japanese 

 
 

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 
コ 

｢

か
け｣

名
詞
構
文
に
つ
い
て 

梅 

香 
 
 

公 

177 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

一
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

富
山
大
学
国
語
教
育 

三
七 

(

一
二･

一
一) 

準
体
句
述
部
の
文
語
連
体
形
の
機
能 

―
『
中
華
若
木
詩 

樋 

野 

幸 

男 

182 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抄
』
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
等
に
お
け
る
― 

 
 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics

（
名
古 

指
示
対
象
の
捉
え
方
か
ら
見
る
ソ
と
ア
の
使
い
分
け 

モ
ス
タ
フ
ァ
・ 

186 

屋
言
語
研
究
） 6

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ヤ
ス
ミ
ー
ン 

 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics

（
名
古 

自
発
・
受
身
の
成
立
条
件 

―
思
考
動
詞
ラ
レ
ル
文
ル
形 

高 

橋 

芽
衣
子 

191 

屋
言
語
研
究
） 6

 
(

一
二･

三) 

の
テ
ン
ス
的
意
味
に
注
目
し
て
― 

 
 

名
古
屋
大
学 

N
agoya Linguistics

（
名
古 

奈
良
平
安
朝
文
芸
に
お
け
る
過
去
辞
が
介
入
す
る
分
詞
用 

釘 

貫 
 
 

亨 

四
〇 

屋
言
語
研
究
） 6

 
(

一
二･

三) 

法 
 

 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

機
能
動
詞｢

与
え
る｣

と｢

加
え
る｣
の
ヲ
格
名
詞
に
つ
い 

朱 
 
 

薇 

娜 

197 

学 

二
五 

(

一
二･

一
二) 

て 
 

 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

コ
ー
パ
ス
に
基
づ
く
日
本
語
の
文
法
形
式
の
使
用
傾
向
の 

劉 
 
 

善 

鈺 

205 

学 

二
六 

(

一
三･

一
二) 

記
述 

―｢

大
き
い
・
な｣

｢

小
さ
い
・
な｣

の
使
い
分
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
― 

 
 

名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学 

一
〇
五 

 

上
代
に
お
け
る
終
助
詞
カ
の
意
味
変
化
と
カ
文
の
構
造
変 
小 

出 

祥 

子 

213 
(

一
二･

一
一) 

化 
 

 

名
古
屋
大
学 

日
本
語
・
日
本
文
化
論
集 

 

終
助
詞
「
な
」
が
表
す
感
情
表
出
機
能
の
実
体 

松 
岡 

み
ゆ
き 

221 

一
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

言
葉
と
文
化
（Issues  

語
用
論
の
観
点
か
ら
見
た
認
識
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
カ 

國 

澤 
里 
美 

233 
in Language and C

ulture) 

一
四 

 

モ
シ
レ
ナ
イ
」
に
つ
い
て 

 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

広
告
表
現
等
に
お
け
る
〈
終
止
形
準
体
法
〉
に
つ
い
て 

島 

田 

泰 

子 
242 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

語
文
と
教
育 

サ
エ
を
含
む
文
の
意
味
表
示 

田 

中 

大 

輝 

250 
 

二
七 

(

一
三･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

七 
 

｢

な
が
ら｣

｢

つ
つ｣

間
に
見
ら
れ
る
統
語
的
差
異
に
つ
い 

鴛 

海 

芙 

美 

259 
(

一
二･

三) 

て 
 

 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

七 
 

補
助
動
詞
「
テ
シ
マ
ウ
」
の
文
法
化 

近 

藤 

か
を
り 

265 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

西
日
本
国
語
国
文
学
会
会
報 

平
成
二
四
年
度 

ロ
シ
ア
資
料
に
み
え
る｢

テ
オ
ル｣

｢

チ
ョ
ル｣

｢

ト
ル｣ 

久
保
薗 

 
 

愛 

273 
(

一
二･

八) 
 

 
 

西
日
本
国
語
国
文
学
会
会
報 

平
成
二
五
年
度 

格
助
詞
「
を
」
と
「
に
」
の
対
象
表
示
用
法
に
つ
い
て 

佐 

藤 

友 

哉 

四
六 

(

一
三･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
中 

日
本
語
に
お
け
る
「
ヴ
ォ
イ
ス
」
を
再
考
す
る
た
め
に 

 

早 

津 

恵
美
子 

279 

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育 

五 
(

一
二･

一
〇) 

―
主
語
が
動
き
の
主
体
か
否
か
― 

 
 

日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
中 

動
詞
と
日
本
語
の
多
様
性 

工 

藤 

真
由
美 

287 

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育 

六 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

現
代
日
本
語
の
テ
ン
ス
と
ム
ー
ド 

―
反
事
実
仮
想
を
中 

工 

藤 

真
由
美 

292 

集 

一
五 

(

一
三･

五) 

心
に
― 
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日
本
英
語
学
会 

English Linguistics 
 

N
U

M
ERA

L IN
D

ETERM
IN

ATE PH
RA

SES A
N

D
  

TO
SH

IK
O

 O
D

A
 
 

301 
29
-
2
 
(

一
二･
一
二) 

TH
EIR EX

ISTEN
TIA

L Q
U

A
N

TIFICATIO
N

 BY  
 

 
M

O
 IN

 JA
PA

N
ESE 

 
 

日
本
英
語
学
会 

English Linguistics 
  

TH
E M

O
RPH

O
LO

G
Y A

N
D

 IN
TERPRETATIO

N
S  

CH
IG

U
SA  

 

317 
30
-
1
 
(

一
三･

六) 
O

F G
RA

D
A

BLE A
D

JECTIV
ES IN

 JA
PA

N
ESE

 
 
 
 

M
O

RITA
 

 

日
本
英
語
学
会 

English Linguistics 
  

N
O

M
IN

A
LIZATIO

N
 IN

 TH
E JA

PA
N

ESEE  
Y

U
K

I  
 

330 
30
-
1
 
(

一
三･

六) 
PRED

ICATE D
O

U
BLIN

G
 CO

N
STRU

CTIO
N
 

 
 

ISH
IH

A
RA

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
一 

  

イ
落
ち
：
形
と
意
味
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
観
点
か
ら 

今 

野 

弘 

章 

342 
(

一
二･

三) 
 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
一 

  
The Presuppositional N

ature of izyoo(-ni) and  
Y

U
SU

K
E  

 

356 
(

一
二･

三) 
gurai C

om
paratives: A

 N
ote on H

ayashishita  
 
 

 K
U

BO
TA

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2007) 
 

 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

｢

～
は
お
ろ
か｣

の
統
語
的
性
格
と
表
現
性 

 

藤 

田 

保 

幸 

五
二 

 

一
七 

(

一
三･

二) 

―｢

～
は
も
ち
ろ
ん｣

と
の
対
比
に
お
い
て
― 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

引
用
述
語
省
略
説
の
残
映
、
そ
の
後 

藤 

田 

保 

幸 

六
一 

 

一
八 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
語
学
研
究
と
資
料
の
会 

日
本
語
学 

研 

国
定
国
語
教
科
書
に
お
け
る
文
末
思
考
動
詞 

渡 

辺 

由 

貴 

363 

究
と
資
料 

三
五 

(

一
二･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

時
の
〝
特
化
〟
を
表
す
名
詞
述
語
文 

 

田 

中 
 
 

寛 

370 

本
語
教
育
研
究 

三 
(

一
二･

五) 

―
〈
～
時
だ
〉
、〈
～
昨
今
だ
〉
な
ど
を
例
に 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

｢

使
役(

態)｣

に
言
及
せ
ず
に｢

使
役
表
現｣
を
教
え
る
に 

庵 
 
 

功 

雄 

380 

本
語
教
育
研
究 

四 
(

一
三･

六) 

は 

―
一
つ
の｢

教
授
法｣ 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

機
能
動
詞
「
受
け
る
」
の
ヲ
格
名
詞
に
対
す
る
一
考
察 

 

朱 
 
 

薇 

娜 

389 

本
語
教
育
研
究 

四 
(

一
三･

六) 

―
漢
語
動
名
詞
を
中
心
に 

 
 

日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
目
白 

 

書
き
こ
と
ば
に
現
れ
る
「
ま
せ
ん
」
と
「
な
い
で
す
」 
落 

合 

智 

子 

398 

五
一 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
理
論
か
ら
見
る
日
本
語
の
形
容
動
詞 

毛 
 
 
 
 

瑩 
*** 

一
〇
七 

(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

外
国
語 

Extending the B
inding D

om
ain of A

naphora in  
M

ari  
 

402 

・
外
国
文
学
編 

三
七-

一 
(

一
三･

三) 
Japanese 

 
SA

K
A

G
U

CH
I 

 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

日
本
語 

形
態
素
順
序
に
関
す
る
、
現
在
進
行
中
の
変
化 

 

山 

部 

順 

治 
411 

・
日
本
文
学
編 

三
七-

一 
(

一
三･

三) 

―
複
合
動
詞
の
使
役
形
・
受
身
形
― 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
本
語
の
条
件
表
現
に
お
け
る
多
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

劉 
 
 

暁 

華 

421 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

モ
デ
ル
の
構
築 

―
認
知
言
語
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
― 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

中
世
語
以
降
の
「
ヲ
複
合
接
続(

助)

詞
」
の
文
法
化
の
特 

劉 
 
 

洪 

岩 

435 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

徴
に
つ
い
て 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

助
詞
「
ぞ
」
と
推
量
系
助
動
詞
と
の
関
わ
り 

―
万
葉
集 

伊 

藤 

亜
希
子 

443 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

・
上
代
歌
謡
を
中
心
に
― 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

姫
路
獨
協
大
学
大
学
院 

日
本
語
教
育
論
集 

 
｢

私
は｣

と｢

私
φ｣

に
よ
る
発
話
解
釈
へ
の
影
響 

浅 

津 

嘉 

之 

451 

二
一 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

広
島
大
学
日
本
語
教
育
研
究 

二
三 

 

第
二
類
否
定
疑
問
文
「
ナ
イ
カ
」
「
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
」
に
関 

西 

嶋 

千 

恵 

455 
(

一
三･

三) 

す
る
考
察 

白 

川 

博 

之 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 

否
定
命
令
と
し
て
の｢

じ
ゃ
な
い
か｣

 

―
語
用
論
的
側
面 

金 
 
 

志 

姫 

459 

部
文
化
教
育
開
発
関
連
領
域 

六
一 

 

か
ら
― 

 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
一 

述
語
中
心
文
法
の
可
能
性 

―
新
し
い
教
育
文
法
へ
の
試 

妹 

尾 

知 

昭 

464 

部
学
習
開
発
関
連
領
域 

六
二 

(

一
三･

一
二) 

み
― 
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広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学 

二
二 

 

『
宇
津
保
物
語
』
に
お
け
る｢

奏
す｣

｢

啓
す｣

の
特
殊
用
法 

柚 

木 

靖 

史 

七
〇 

(

一
二･

七) 
(

一) 

―｢

奏
す｣

と｢

申
す｣

の
意
味
的
関
係
― 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
学 

｢

な
く
て｣

と｢

な
い
で｣

を
め
ぐ
る
一
考
察 

―
述
語
の 

王 
 
 

爽 

爽 

469 

誌 

四
二 

(

一
二･

一
二) 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
― 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
学 

『
宇
津
保
物
語
』
に
お
け
る｢

奏
す｣

｢

啓
す｣

の
特
殊
用
法 

柚 

木 

靖 

史 

八
四 

誌 

四
三 

(

一
三･

一
二) 

(

二) 

―｢

奏
す｣

｢

啓
す｣

｢

申
す｣

の
意
味
的
関
係
― 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 
四
七 

 

日
本
語
の
条
件
表
現
に
お
け
る
後
件
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
制 

奈 

良 

夕
里
枝 

480 
(

一
二･

三) 

約 
 

 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

第
一
分
冊 

文
科
編 

 

上
代
に
お
け
る
モ
ノ
ソ
文
の
用
法 

勝 

又 
 
 

隆 

九
九 

六
一 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

福
岡
教
育
大
学
国
語
科
研
究
論
集 

五
四 

 

上
代
に
お
け
る
「
連
体
形
＋
モ
ノ
」
形
式
の
分
布
に
つ
い 

勝 

又 
 
 

隆 

一
〇
五 

(

一
三･

三) 

て 
 

 

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 

八
八 

(

一
三･

三) 

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
下
二
段
活
用
動
詞
〝
ア
イ
ツ 

漆 

﨑 

正 

人 

一
一
二 

 

ク
〟
に
つ
い
て 

 
 

文
教
大
学
国
文 

四
一 

(

一
二･

三) 

逆
接
と
は
何
か 

鬼 

山 

信 

行 

486 
 

文
教
大
学
国
文 

四
二 

(

一
三･

三) 

条
件
節
事
態
先
行
性
に
つ
い
て 

鬼 

山 

信 

行 

494 
 

文
教
大
学
文
学
部
紀
要 

二
五-

一 
(

一
一･

九) 

テ
ク
ス
ト
か
ら
み
た
「
～
と
」
と
「
～
た
ら
」
の
複
文 

 

宮 

部 

真
由
美 

505 
 

―
す
で
に
あ
る
で
き
ご
と
を
描
写
す
る
用
法
を
中
心
に
― 

 
 

文
教
大
学
文
学
部
紀
要 

二
六-

二 
(

一
三･

三) 

タ
ラ
条
件
形
を
従
属
節
と
す
る
従
属
複
文
の
主
節
と
従
属 

宮 

部 

真
由
美 

521 
 

節
の
意
味
類
型
と
複
文 

 
 

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
付
属
言
語 

接
続
助
詞
シ
に
つ
い
て 

近 

藤 

研 

至 

536 

文
化
研
究
所
紀
要 

言
語
と
文
化 

二
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

文
献
探
究
の
会 

文
献
探
究 

五
一 

 

ロ
シ
ア
資
料
の
動
詞
の
活
用 
久
保
薗 

 
 

愛 

544 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

法
政
大
学
国
文
学
会 

日
本
文
学
誌
要 

八
六 

｢

書
か
な
い
で
す
」
と
「
書
き
ま
せ
ん｣ 

尾 
谷 
昌 

則 

一
一
九 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会 

語
学
文
学 

 

接
続
詞
の
二
重
使
用
の
承
接
順
序
に
つ
い
て 

―
『
現
代 

馬 

場 

俊 
臣 

550 

五
二 

(

一
三･

一
二) 

日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
を
用
い
た
再
検
討
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会 

語
学
文
学 

 
｢

こ
と
に
す
る｣

に
つ
い
て 

―
人
称
・
時
制
の
観
点
か
ら 

阿 

部 

二 

郎 
562 

五
二 

(

一
三･

一
二) 

― 
 

 

北
海
道
文
教
大
学
論
集 

一
四 

(

一
三･

三) 

現
代
日
本
語
の
「
つ
つ
あ
る
」
の
事
象
投
射
構
造
的
分
析 

小 

西 

正 

人 

567 
 

萬
葉
学
会 

萬
葉 

二
一
五 

(

一
三･

九) 

萬
葉
集
に
お
け
る
ラ
ム
の
出
発
と
展
開 

―
ラ
シ
と
の
交 

触 

田 

賢 

德 

一
二
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渉
― 

 
 

三
重
大
学 

日
本
語
学
文
学 

二
三 

 

助
詞｢

が｣

と｢

を｣

の
研
究 

―｢

水
が
飲
み
た
い｣

と 

岡 

田 

佳 

美 

575 
(

一
二･

六) 
｢

水
を
飲
み
た
い｣

か
ら
― 

 
 

宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
学 

『
日
本
霊
異
記
』
の
敬
語
の
補
助
動
詞 

田 

島 
 
 

優 

一
三
六 

ノ
ー
ト 

四
八 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院
研
究
紀
要 

六 
 

表
現
者
の
使
用
言
語
選
択
意
識
に
つ
い
て
の
考
察 

 

坂 

詰 

力 

治 

一
四
三 

(

一
三･

四) 

―
共
通
説
話
に
お
け
る
助
動
詞
を
手
が
か
り
と
し
て
― 

 
 

明
治
大
学
日
本
文
学 

三
八 

(

一
二･

三) 

近
代
東
京
語
に
お
け
る
「
て
く
ん
な
さ
い
系
統
」
行
為
要 

陳 
 
 

慧 

玲 

583 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

求
表
現
の
考
察 

 
 

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
論
集 

日
本
語
与
益
構
文
に
お
け
る
与
格
受
益
者
の
許
容
条
件
の 

宮 

岸 

哲 

也 

591 
 

四
三 

(

一
三･

一) 

再
考 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

芸
術
・
体
育 

文
法
の
社
会
的
機
能
と
文
法
教
育
に
関
す
る
考
察 

原 

田 

拓 

馬 

596 

・
教
育
・
心
理 

六
二-

三 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田 

中 

理 

絵 
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山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

現
代
語
の
終
助
詞
「
と
も
」
の
働
き 

中 

野 

伸 

彦 

一
四
九 

社
会
科
学 
自
然
科
学 

六
二-

一･

二 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

山
口
国 

格
助
詞
「
に
」
と
「
へ
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て 

 

郭 
 
 
 
 

潔 

600 

文 

三
五 

(

一
二･

三) 

―
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
を
基
に
― 

林 
 
 

伸 

一 
 

立
正
大
学
国
語
国
文 

五
〇 

(
一
二･

三) 

名
詞
句
に
お
け
る
「
よ
う
な
」
と
「
よ
う
に
」
の
交
替 

 

光 

信 

仁 

美 

608 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
比
況
用
法
の
場
合
― 

 
 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

場
所
格
の
「
に
」
「
で
」
と
述
語
「
あ
る
」
と
の
選
択
関
係 

佐 

野 

ま
さ
き 

613 
 

六
三
三 

(

一
三･

一
一) 

 
 

 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
一 

 
鷗
外
初
期
文
語
体
作
品
の
疑
問
表
現
に
つ
い
て 

 

藤 

田 

保 

幸 

620 
(

一
二･

三) 
―
『
水
沫
集
』
所
収
作
品
を
資
料
と
し
て
― 

 
 

麗
澤
大
学
紀
要 

九
五 

(

一
二･

一
二) 

共
起
関
係
を
表
す
時
間
節
の
テ
ン
ス
と
文
の
解
釈 

家 

田 

章 

子 

628 
 

麗
澤
大
学
大
学
院 

言
語
と
文
明 

一
〇 

 
｢

～
み
た
い
だ
」
文
法
化
の
過
程 

杉 

浦 

滋 

子 

638 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

麗
澤
大
学
大
学
院 

言
語
と
文
明 

一
一 

 

日
本
語
の
理
由
表
現
・
理
由
疑
問
表
現 

杉 

浦 

滋 

子 

649 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

和
光
大
学
表
現
学
部
紀
要 

一
二 

(

一
二･

三) 

所
有
者
受
動
文
に
関
す
る
一
考
察 

｢

足
を
つ
か
ま
れ
る｣ 

天 

野 

み
ど
り 

657 
 

と｢

足
を
痩
せ
る｣ 

 
 

早
稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究 

三
二 

 

ガ
格
形
容
詞
を
述
語
と
し
た｢

は｣
も｢
が｣

も
使
え
な
い 

苅 

宿 

紀 

子 

662 
(

一
二･

三) 

文 

―｢

映
画
、
面
白
か
っ
た
ね｣

と
い
う
文
を
ど
う
捉
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
か
― 

 
 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

因
果
関
係
の
複
文
と
意
志
的
制
御 

森 

山 

卓 

郎 

669 

一
七
〇 

(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

 

江
戸
後
期
か
ら
明
治
二
〇
年
代
ま
で
の
「
言
う
」
の
意
味 
山 

田 

里 

奈 

674 

別
冊 

一
九-

二 
(

一
二･

三) 

を
表
す
尊
敬
表
現 

―
「
お
っ
し
ゃ
る
」
を
中
心
に
― 
 

 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

 

江
戸
後
期
か
ら
明
治
二
〇
年
代
ま
で
の
〈
見
る
〉
の
尊
敬 

山 
田 

里 

奈 

681 

別
冊 

二
〇-

二 
(

一
三･

三) 

表
現 

―
「
ご
ろ
う
じ
る
」
系
を
中
心
に
― 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

 

明
治
二
〇
年
代
ま
で
に
お
け
る
〈
す
る
・
な
る
〉
の
尊
敬 

山 

田 
里 
奈 

688 

別
冊 

二
一-

一 
(

一
三･

九) 

表
現
形
式 

―
「
お
～
な
さ
る
」
、
「
～
な
さ
る
」
、
「
お 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
だ
」
系
を
中
心
に
― 

 
   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
（
語
彙
） 

 

語 

彙 
 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 
青
山
語
文 

 
｢

ひ
と
つ
は
ち
す｣

考 

佐 

伯 

真 

一 

一 

四
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要 

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

『
対
訳
名
物
図
編
』
の
訳
語
に
つ
い
て 

―
『
増
訂
華
英
通 

櫻 

井 

豪 

人 

1 

ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集 

一
五 

(

一
三･

九) 

語
』
『
英
語
箋
』
と
一
致
す
る
訳
語
を
中
心
に
― 

 
 

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要 

六
三-

一 
 

現
代
日
本
語
「
自
己
実
現
」
の
意
味
内
容
の
変
質 

―
テ 

佐
々
木 

英 

和 

7 
(

一
三･

三) 
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
た
通
時
的
考
察
― 

 
 

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研
究
論
集 

三
三 

 

学
術
用
語
と
し
て
の
感
情
概
念
の
検
討 

―
心
理
学
に
お 

中 

村 
 
 

真 

17 
(

一
二･

二) 

け
る
表
情
研
究
を
例
に
― 

 
 

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
附
属
多
文
化
公
共
圏
セ 

日
本
語
に
お
け
る
「
重
言
」
お
よ
び
そ
の
教
育
法 

方 
 
 

小 

贇 

25 

ン
タ
ー
年
報 

五 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
二 

い
ま
、
い
ま
や
、
い
ま
ご
ろ
、
い
ま
さ
ら 

―
テ
ン
ポ
ラ 

酒 

井 

悠 

美 

29 
(

一
二･

一
二) 

リ
テ
ィ
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
表
現
― 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
二 

上
代
文
献
に
見
ら
れ
る
「
然
」
字
の
用
法
に
つ
い
て 

 

楊 
 
 
 
 

瓊 

38 
(

一
二･

一
二) 

―
『
万
葉
集
』
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
二 

平
安
期
日
本
語
に
お
け
る
感
情
的
な
状
態
を
あ
ら
わ
す
形 

高 

山 

道 

代 

42 
(

一
二･

一
二) 

容
詞
を
述
語
と
す
る
文
の
対
象
語
に
つ
い
て
の
一
考
察 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―｢

い
と
ほ
し｣

｢

か
な
し｣

｢

ゆ
か
し｣

の
分
析
を
と
お
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
二 

意
志
動
詞
・
無
意
志
動
詞
再
考 

―[

意
図]

と[

制
御
性] 

樊 
 
 
 
 

頴 

48 
(

一
二･

一
二) 

を
中
心
に
― 

彭 
 
 

広 

陸 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
三 

よ
く
ぞ
、
よ
く
も 

―
記
述
の
文
と
情
動
表
出
の
文
― 
酒 

井 

悠 

美 

58 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
五 

 

古
代
日
本
語
動
詞
の
意
味
構
成 

―
概
念
カ
テ
ゴ
リ
ー
を 

塚 

原 
竜 

一 

62 
(

一
三･

一
二) 

通
し
て
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

中
古
語
ト
カ
ク
の
意
味
的
特
徴 

―
現
代
語
と
の
対
照
― 

清 

田 

朗 
裕 

69 
 

四
六 

文
学
篇 

(

一
二･

一
二) 

 
 

 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

現
代
新
聞
に
お
け
る
略
語
使
用
の
変
動
傾
向
と
そ
の
類
型 

タ
チ
ア
ー
ナ
・ 
78 

 

四
六 

日
本
学
篇 

(

一
二･

一
二) 

 
 

ク
ド
ヤ
ー
ロ
ワ 

 

大
谷
大
学
文
芸
学
会 

文
芸
論
叢 

七
八 

 

『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
の
こ
と
ば(

二) 

―
形
容
詞 

池 

田 

敬 

子 

七 
(

一
二･

三) 
｢

あ
さ
ま
し｣

の
語
義
― 

 
 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

岡
大
国
文
論 

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
「
南
毘
都
麻
」
に
つ
い
て 

大 

坪 

併 

治 

一
五 

稿 

三
九 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

岡
大
国
文
論 

古
訓
三
題
「

カ
タ
ヒ
ラ
・
依
ヨ
ス
キ
・
逮
ウ
」
に
つ
い 

大 

坪 

併 

治 

一
七 

稿 

四
〇 

(

一
二･

三) 

て 
 

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究 

八 
 

〝
美
味
〟
を
意
味
す
る
語
の
使
用
と
性
差 

―｢

お
い
し
い｣ 

高 

崎 

み
ど
り 

86 
(

一
二･

三) 

を
中
心
に
― 

 
 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 

五
六 
 

小
学
校
配
布
物
か
ら
情
報
を
得
る
た
め
に
必
要
な
語
彙
の 

地 

引 
 
 

愛 

93 
(

一
三･

三) 

探
索 

―
使
用
頻
度
の
高
い
語
彙
に
注
目
し
て
― 

 
 

学
習
院
女
子
大
学
紀
要 

一
五 
(

一
三･

三) 

外
来
語
研
究
に
お
け
る
意
味
分
析 

―｢

ム
ー
ド｣

と｢

雰 

佐 

藤 

琢 

三 

102 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

囲
気｣

の
類
義
分
析
に
よ
る
事
例
研
究
― 

 
 

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
紀
要 

容
易
の
意
の
「
～
ヨ
シ
／
ヨ
イ
」
の
語
史 

近 

藤 
 
 

明 

一
九 

 

四 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

川
村
学
園
女
子
大
学
研
究
紀
要 

二
三-

一 
 

｢

か
ま
ど
詞
大
概｣

の
語
彙 

―｢

諸
人
片
言
な
を
し｣

等 

長 

崎 

靖 

子 

108 
(

一
二･

三) 

と
の
比
較
を
通
し
て
― 
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関
西
学
院
大
学
人
文
学
会 

人
文
論
究 

 

石
干
見
の
呼
称
に
関
す
る
覚
え
書
き 

田 

和 

正 

孝 

二
四 

六
一-

四 
(

一
二･
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

俗
語
訳
成
立
史(

上) 

田 

中 

康 

二 

三
八 

 

六
五-

一 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学 

三
一 

 

天
草
版
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
の
助
詞
の
語
彙 

 

濱
千
代 

い
づ
み 

117 
(

一
二･

三) 

―
天
草
版
『
平
家
物
語
』
・
『
平
家
物
語
』
〈
高
野
本
〉
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
比
較
を
通
し
て
― 

 
 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

『
風
葉
和
歌
集
』
に
お
け
る
人
物
呼
称 

宮 

﨑 

裕 

子 

四
九 

一
一
三 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 
上
代
に
お
け
る
「
託
」
の
訓
に
関
す
る
一
考
察 

藤 

崎 

祐 

二 

五
六 

一
一
六 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
竹
取
物
語
』
く
ら
も
ち
の
皇
子
の
話 

―
そ
の
偽
語
源 

内 

田 

順 

子 

六
八 

語
国
文 

八
二-

一 
(

一
三･

一) 

説
に
つ
い
て 

 
 

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会 

女
子
大
国
文 

 

『
老
子
道
徳
経
』
古
点
の
和
訓
語
彙
攷
略 

西 

崎 
 
 

亨 
* 

一
五
三 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要 

三
九 

(

一
三･

二) 

動
作
範
囲
の
拡
張 

宮 

島 

達 

夫 

132 
 

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会 

和
漢
語
文
研
究 

｢

い
づ
ち｣

か
ら｢

ど
ち｣

へ 

松 

本 

朋 

子 

七
六 

 

一
一 

(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

『
看
聞
日
記
』
に
於
け
る｢

生
涯｣
を
含
む
熟
語
の
意
味 

堀 

畑 

正 

臣 

八
五 

学
研
究 

四
七 

(

一
二･

二) 

―｢

及
生
涯｣

｢

懸
生
涯｣

｢

失
生
涯｣

｢

生
涯
谷｣

等
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
― 

 
 

皇
学
館
大
学
人
文
学
会 

皇
学
館
論
叢 

 

共
与(

ム
タ)

攷 

金 
 
 

泳 

和 

九
三 

四
六-

一 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 

仮
想
現
実
の
設
定
と
ソ
系
列
指
示
詞 

―
古
代
日
本
語
を 

藤 

本 

真
理
子 

138 

四
九 

(

一
三･

三) 

中
心
に
― 
 

 

甲
南
女
子
大
学
国
文
学
会 

甲
南
国
文 

五
九 

｢

玄
奘
三
蔵
絵｣

詞
書
に
お
け
る
指
示
語｢

か
く
て｣

 
 

西 
田 

隆 

政 

142 
(

一
二･

三) 

―
和
文
系
語
彙
と
訓
読
系
語
彙
の
併
用
の
観
点
か
ら
― 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical 
 

語
彙
分
解
に
よ
る
ア
ス
ペ
ク
ト
の
分
析 

郡 

司 
隆 

男 

147 
and A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(TA
LK

S
) 

16 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会 

 

共
通
感
覚
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
用
語
の
文
化
的
特
性 

 

徳 

山 

孝 

子 
157 

Journal of the Faculty of H
um

an 
 

―
日
本
女
性
の
洋
装
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
用
語
を
中
心
に 

 
Sciences, K

obe Shoin W
om

en's  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

U
niversity

 
1 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
研
究 

島 

村 

直 

己 

161 

ビ
ュ
ー 

三-

三(

冊
子
版
三) 

(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

『
明
六
雑
誌
コ
ー
パ
ス
』『
太
陽
コ
ー
パ
ス
』
か
ら
見
る
近 

田 

中 

牧 

郎 

166 

ビ
ュ
ー 

四-

一 
(

一
三･

六) 

代
語
彙 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
語
彙
の
分
布
と
文
章
構
造 

山 

崎 
 
 

誠 

171 

ビ
ュ
ー 

四-

一 
(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

大
正
期
に
お
け
る
外
来
語
の
増
加
に
関
す
る
計
量
的
分
析 

鄧 
 
 
 
 

牧 
*** 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

大
規
模
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
形
容
詞
と
名
詞
の
コ
ロ
ケ
ー 

イ
レ
ー
ナ
・
ス
ル 

174 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ョ
ン
の
記
述
的
研
究 

―
日
本
語
教
育
の
た
め
の
辞
書 

ダ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
成
に
向
け
て
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

在
華
宣
教
師
の
洋
学
資
料
に
見
え
る
四
字
語 

 

朱 
 
 

京 

偉 

188 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
蘭
学
資
料
の
四
字
漢
語
と
の
対
照
を
兼
ね
て
― 

 
 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
八-

二 
 

｢

生｣

と
〝
料
理
の
三
角
形
〟 

―
意
味
派
生
の
基
盤
を
め 

小 

出 

慶 

一 

202 
(

一
三･

三) 

ぐ
っ
て 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

新
聞
記
事
を
資
料
と
し
た
言
語
意
識
調
査 

 

新 

野 

直 

哉 

209 

言
語
文
化
研
究 

一
二 

(

一
三･

三) 

―
新
語
〝
な
に
げ
に
〟
を
例
に
― 
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島
根
大
学 
島
大
言
語
文
化 

三
二 

 

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
語
彙 

―
「
も
ろ
し
」
の
意
義
― 

田 

籠 
 
 

博 

217 
(

一
二･

三) 
 

 
 

十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
国
語
国
文 

対
義
関
係
の
二
字
熟
語
に
つ
い
て 

中 

川 

秀 

太 

一
〇
三 

学
会 

十
文
字
国
文 
一
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

首
都
大
学
東
京
・
東
京
都
立
大
学
心
理
学
研
究 

他
者
が
理
解
し
て
い
る
新
語
の
意
味
の
推
測 

―｢

ツ
ン 

瀧 

澤 
 
 

純 

224 
 

二
二 

(

一
二･

三) 

デ
レ｣

に
お
け
る
自
己
中
心
性
バ
イ
ア
ス
の
検
討
― 

渡 

辺 

未
由
希 

 

白
百
合
女
子
大
学
言
語
・
文
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

｢

一
所
懸
命｣

の
成
立
に
関
す
る
一
考
察 

―
漢
語
受
容 

鄭 
 
 

艶 

飛 

一
一
〇 

 

言
語
・
文
学
研
究
論
集 

一
二 

(

一
二･
三) 

史
研
究
の
観
点
か
ら
― 

 
 

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
白
百 

西
周
に
お
け
る
「
哲
学
」
と
い
う
訳
語
の
形
成
に
つ
い
て 

孫 
 
 
 
 

彬 

228 

合 

四
二 

(

一
一･

三) 
 

 
 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
二
〇 

 

ヨ
リ
三
態 

―
日
本
語
雑
記
・
後
拾
遺
― 

工 

藤 

力 

男 

一
二
〇 

(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
二
一 

 

絆 

里
山 
障
が
い
者 

―
日
本
語
雑
記
・
続
後
拾
遺
― 

工 

藤 

力 

男 

一
二
四 

(

一
二･

一
二) 

 
 

 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
二
三 

 

一
兵
卒 

―
辞
苑
閑
話
・
一 

工 

藤 

力 

男 

一
三
〇 

(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

清
泉
女
子
大
学
紀
要 

六
〇 

(

一
二･

一
二) 

狂
詩
の
漢
字
語 

―
『
東
海
道
中
詩
』
の
場
合
― 

荒 

尾 

罵 

秀 

一
三
三 

 

専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文
科
学
年
報 

｢

平
産｣

か
ら｢

安
産｣

へ 

鈴 

木 

丹
士
郎 

一
四
一 

 

四
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

社
会
科
学 

五
一 

 

高
校
野
球
選
手
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
関
す 

遠 

藤 

俊 

郎 

232 
(

一
三･

三) 

る
研
究 

一 

：
使
用
実
態
の
把
握
と
指
導
場
面
に
お
け 

 
 
 
 

他
四
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
効
果
的
な
使
用
法
の
検
討 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

視
点
の
違
い
に
よ
る
次
元
形
容
詞
の
使
い
分
け 

 

劉 
 
 

笑 

倩 

242 

報 

一
三 

(

一
三･

三) 

―｢

大
き
い
・
小
さ
い｣

と
「
高
い
・
低
い｣

― 
 

 

地
域
文
化
研
究
学
会 

地
域
文
化
研
究 

一
〇 

日
本
の
膾
と
韓
国
の
膾
の
食
文
化
史
に
つ
い
て 
礎 

 
 

秋 

翔 

249 
(

一
一･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 

人
間
文
化 

固
有
名
詞
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
要
件 

緒 

方 
隆 

文 

261 

研
究
所
年
報 

二
三 

(

一
二･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

抄
物
資
料
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
役
割 

坪 

井 

美 
樹 

269 

・
言
語
専
攻 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六
一 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

鶴
岡
八
幡
宮
悠
久
事
務
局 

悠
久 

一
二
八 

 

む
す
ひ
と
い
う
こ
と
ば
と
そ
の
拡
が
り 

毛 

利 

正 

守 

一
五
六 

(

一
二･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

帝
塚
山
学
院
大
学 

こ
だ
は
ら 

三
三 

 

副
詞｢

か
な
り｣

の
語
史(

付
、
形
容
動
詞｢

か
な
り
・ 

加 

藤 

浩 

司 

一
六
二 

(

一
一･

三) 

だ｣
) 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

和
語
接
頭
語
の
意
味
用
法
の
分
類 

田 

村 
 
 

紘 

276 

文
学 

四
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
〇
九 

 

類
義
語
研
究 

―｢

結
果｣

と｢

成
果｣

― 

立 

山 

智 

絵 

285 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

平
安
物
語
の
継
子
い
じ
め
の
連
想
作
用 

―｢

継
母｣

｢

継 

森 
 
 

あ
か
ね 

一
六
九 

七
九 

(

一
三･

一
二) 

父｣
｢

継
子｣

｢

継
女｣

の
用
例
分
析
か
ら
― 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

『
中
央
公
論
』
一
〇
一
年
の
高
頻
度
語
彙
お
よ
び
増
減
傾 

入 

江 

さ
や
か 

294 

社
日
本
語
研
究 

一
六 

(

一
二･

九) 

向 
 

 

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

ひ
つ
じ
草(

睡
蓮) 

―
「
日
花
」
に
つ
い
て
― 

吉 

野 

政 

治 

一
七
六 

一
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

『
百
人
一
首
』
の
「
暁
」
考 

吉 

海 

直 

人 

一
八
二 

一
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

接
辞
性
字
音
語
基
の
造
語
力 

―｢

者｣
｢

家｣
｢

人｣

を
対 

曽 
 
 
 
 

睿 

300 
 

言
語
科
学
論
集 

一
六 

(

一
二･

一
二) 

象
と
し
て
― 
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徳
島
大
学
国
語
国
文
学 

二
六 

(

一
三･

三) 

明
治
期
の
郷
土
誌
に
於
け
る
『
帰
化
語
』
に
つ
い
て 

 

島 

田 
 
 

治 

一
九
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
香
川
県
三
野
郡
を
例
と
し
て
、
帰
化
語
の
概
念
の
変
化
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴
史
的
背
景
、
文
化
移
入
と
の
関
わ
り
な
ど
― 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

中
国
語
話
者
に
よ
る
複
合
動
詞｢

Ｖ
１ -

 

飽
き
る｣

の
Ｖ
１ 

杉 

村 
 
 

泰 

306 

学 

二
五 

(

一
二･

一
二) 

＋
Ｖ
２
結
合
意
識 

 
 

名
古
屋
大
学 

日
本
語
・
日
本
文
化
論
集 

 
｢

せ
つ
な
い｣

と｢

や
る
せ
な
い｣

の
意
味
分
析 

加 

藤 

恵 

梨 

314 

一
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

名
古
屋
大
学 

日
本
語
・
日
本
文
化
論
集 

 

多
義
語
に
お
け
る
統
合
的
関
係
と
多
義
的
別
義
の
関
係 

籾 

山 

洋 

介 

323 

一
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
複
合
動
詞｢

Ｖ
１ -

 

通
る｣

の
意
味 

杉 

村 
 
 

泰 

334 

言
語
文
化
論
集 

三
四-

二 
(

一
三･

二) 
分
析 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 
｢

言
い
訳｣

考(

序
説) 

籾 

山 

洋 

介 

341 

言
語
文
化
論
集 

三
四-

二 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日 

漢
語
サ
変
動
詞
「
除
Ｎ
す
る
」
の
意
味
と
構
文 

張 
 
 

善 

実 

349 

本
言
語
文
化
専
攻 

言
葉
と
文
化 

一
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

正
倉
院
文
書
の｢

早
速｣

 
―
和
製
漢
語
の
う
ま
れ
る
場
面 

桑 

原 

祐 

子 

二
〇
五 

叙
説 

四
〇 

(

一
三･

三) 

― 
 

 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集 

一
二 

 

千
早
城
と
歌
語
「
ち
は
や
ぶ
る
」
試
論 

森 

田 

貴 

之 

二
一
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
学
生
支
援
機
構 

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

動
作
動
詞
の
日
中
対
照
研
究｢

も
む｣

・｢
こ
ね
る｣

と 

水 

落 

い
づ
み 

358 

紀
要 

九 
(

一
三･

七) 
｢

揉｣ 
 

 

日
本
心
理
学
会 

心
理
学
研
究 

八
三-

二 
 

自
他
の
性
格
評
定
に
使
用
可
能
な
擬
態
語
性
格
尺
度
の
構 

小 

松 

孝 

至 

366 
(

一
二･

六) 

成 
 
 
 
 

他
三
名 

 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
三 

 

童
謡
の
歌
詞
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ 

―
時
代
差
の
観
点 
森 

山 

未
季
子 

371 
(

一
二･

六) 

か
ら
― 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
三 

『
猶
太
人
の
浮
世
』
か
ら
『
憂
患
余
生
』
へ 

―
語
彙
の 

呉 
 
 
 
 

燕 

377 
(

一
三･

一
二) 

選
択
か
ら
見
る
近
代
日
中
間
の｢

重
訳｣

― 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

漢
語
の
読
み
理
解
と
意
味
理
解
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
果
た 

平 

川 

彩 
子 

385 

一
〇
二 

(

一
二･

六) 

す
役
割 

 
 

日
本
文
学
協
会 

日
本
文
学 

六
二-

一
二 

 

『
源
氏
物
語
』
の
妻
妾
の
呼
称 

―
光
源
氏
の
妻
妾
の
呼 

鵜 

飼 

童 

江 
二
二
九 

(

一
三･

一
二) 

称
の
独
自
性
― 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

否
定
表
現
「
不
」
の
文
法
機
能 

林 
 
 

楽 

常 

390 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 
 
 

楽 

青 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
本
語
絵
本
に
お
け
る
語
の
使
用
の
特
徴
と
伝
達
内
容 

村 

上 

康 

子 

400 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

ム
タ
攷 

―
韓
国
語(m

oto
)

を
中
心
に
― 

金 
 
 

泳 

和 

408 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
本
語
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
言
葉
の
普
及
と
そ
の
原
因 

 

ケ
レ
ウ
リ
ゼ
・ 

417 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
― 

 
 
 
 
 

ニ
ノ 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

兵
庫
県
立
大
学
神
戸
学
園
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
学 

商
品
名
お
よ
び
店
名
・
施
設
名
に
利
用
さ
れ
て
い
る
オ
ノ 

田 

守 

育 

啓 

426 

術
研
究
会
・
兵
庫
県
立
大
学
政
策
科
学
研
究
所 

マ
ト
ペ 

 
 

人
文
論
集 

四
七 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学 

二
二 

 
｢

リ
ア
ル｣

を
構
成
要
素
と
す
る
複
合
名
詞
の
語
彙
的
特
徴 

渡 

邊 

ゆ
か
り 

438 
(

一
二･

七) 
 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学 

二
三 

 
｢

個
人
的
な
＋
名
詞｣

｢

私
的
な
＋
名
詞｣

の
使
い
分
け 

渡 

邊 

ゆ
か
り 

454 
(

一
三･

七) 
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広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
論
叢 

 
｢

リ
ア
ル
な

名
詞｣

と｢

リ
ア
ル

名
詞｣

の
互
換
性 

渡 

邊 

ゆ
か
り 

465 

一
六 

(

一
三･
三) 

 
 

 

福
島
大
学
国
語
教
育
文
化
学
会 

言
文 

六
〇 

副
詞
「
つ
ら
つ
ら
」
の
意
味
変
化 

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

佐 

藤 

宣 

男 

480 
(

一
三･

三) 

資
料
を
中
心
に
― 

 
 

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 
八
六 

(

一
二･

三) 

『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
に
お
け
るC

aritas

の
項
目
を
め
ぐ 

漆 

﨑 

正 

人 

二
三
五 

 

っ
て 

―C
haridade, am

or,｢

た
い
せ
つ｣

｢

こ
ん
せ
つ｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
あ
り
よ
う
― 

 
 

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 

八
七 

 

『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
に
お
け
る｢

こ
ん
せ
つ(

懇
切)｣

の 

漆 

﨑 

正 

人 

二
四
一 

(

一
二･

一
一) 

現
れ
方
を
め
ぐ
っ
て 

 
 

佛
教
大
学 

文
学
部
論
集 

九
七 

(

一
三･

三) 
古
代
日
本
語
の
船
舶
の
名
称
に
お
け
る
異
文
化
の
要
素
に 

黄 
 
 

當 

時 

485 
 

つ
い
て 

―
さ
ば
に
を
中
心
に
― 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
・
札
幌 

札 
｢

兎｣
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ 

―
兎
を
ど
う
捉
え
て
き
た
か 

馬 

場 

俊 

臣 

495 

幌
国
語
研
究 

一
七 

(

一
二･

八) 

― 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
函
館
人
文
学
会 

人
文
論
究 

｢

電
子
メ
ー
ル｣
と
そ
の
競
合
的
同
意
語
の
選
択
に
関
わ 

福 

田 
 
 

薫 

499 
 

八
二 

(

一
三･

三) 

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析(

二) 

～
局
所
的
頻
度
要
因
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

影
響
～ 

 
 

万
葉
学
会 

万
葉 

二
一
六 

(

一
三･

一
一) 

翻
訳
語
の
射
程 

―
古
事
記｢

心
前｣

・
萬
葉
集｢

無
暇｣ 

内 

田 

賢 

德 

二
四
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
学 

漢
語
系
感
謝
表
現
の
源
流 

田 

島 
 
 

優 

二
五
三 

ノ
ー
ト 

四
七 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

武
庫
川
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
所
年
報 

 

愛
犬
家
と
愛
猫
家
の
表
現
法 

―
投
稿
文
に
お
け
る
語
彙 

佐 

竹 

秀 

雄 

505 

二
三 

(

一
二･

一
二) 

と
表
現
― 

 
 

明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
五 

 

日
本
語
の
国
際
進
出 

―
グ
ー
グ
ル
イ
ン
サ
イ
ト
に
み
る 

井 

上 

史 

雄 

513 
(

一
三･

三) 

外
行
語
の
ト
レ
ン
ド
― 

 
 

明
治
大
学
日
本
文
学 

三
八 

(

一
二･

三) 

動
物
を
数
え
る
助
数
詞
「
隻
」
に
つ
い
て 
王 

 
 
 
 

鼎 

521 
 

明
治
大
学
日
本
文
学 

三
八 

(

一
二･

三) 

明
治
時
代
語
に
お
け
る
「
ぼ
く
」
の
諸
相 

祁 
 
 

福 

鼎 

530 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金 
 
 

連 

花 
 

明
治
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
論
集 

三
八 

 

助
数
詞
「
條(

条)

」
に
つ
い
て 

王 
 
 
 
 

鼎 

537 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

目
白
大
学
人
文
学
研
究 

九 
(

一
三･

三) 

「
違
っ
た
」
考 

山 

西 

正 

子 
547 

 

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
論
集 

教
材
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」
の
語
彙
研
究 

河 

内 

昭 

浩 
552 

 

四
三 

(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要 

四
八 

 

神
勅
の
伝
来 

―
『
古
事
記
』｢

賜｣

の
用
字
意
識
を
通
し 

北 

野 
 
 

達 

二
六
五 

(

一
二･

一
二) 

て
み
た｢

言
依
賜｣

― 
 

 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

山
口
国 

日
本
語
を
学
生
と
学
ぶ(

余
滴) 

―｢

神
仏
を
拝
む
詞｣ 

添 

田 

建
治
郎 

二
七
六 

文 

三
六 

(

一
三･

三) 
｢

喧
嘩
の
際
の
決
ま
り
文
句｣

な
ど
― 

 
 

立
教
大
学
日
本
文
学 

一
〇
九 

(

一
三･

一) 
｢

い
な
か
た
ち｣

考 

―｢

虫
め
づ
る
姫
君｣

の
難
語
の
解 

櫻 

井 

靖 

久 

二
八
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

釈
― 

 
 

立
正
大
学
国
語
国
文 

五
一 

(

一
三･

三) 

『
と
は
ず
が
た
り
』
の
副
詞
語
彙
に
つ
い
て 

―
基
礎
調 

岡 

田 

袈
裟
男 

557 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

査
と
「
い
と
」
と
諸
品
詞
の
結
び
つ
き
― 

 
 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

類
義
語
と
し
て
の
カ
タ
カ
ナ
語
・
和
語
の
意
味
相
違
の
考 

陳 
 
 

暁 

静 

561 

九
七 

(

一
二･

一
二) 

察 

―｢

テ
ー
ブ
ル｣

｢

デ
ス
ク｣

｢

机｣

の
意
味
相
違
及
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

テ
ー
ブ
ル｣

の
基
本
語
化
― 

 
 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

副
詞
「
た
い
そ
う
」
の
変
遷 

―
近
代
語
を
中
心
に
― 

市 

村 

太 

郎 

568 

一
六
七 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

 

成
句
「
栴
檀
は
二
葉
よ
り
―
」
述
語
部
分
の
変
遷 

 

池 

上 
 
 

尚 

574 

別
冊 

二
〇-

一 
(

一
二･

九) 

―
カ
ウ
バ
シ
か
ら
カ
ン
バ
シ
へ
― 
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  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

 



(50-4) 
27 

第
四
分
冊
（
文
章･

文
体
・
音
声･

音
韻
・
方
言
） 

 

一 

文
章
・
文
体 

 

大
谷
大
学
文
芸
学
会 

文
芸
論
叢 
七
九 

  

『
続
日
本
紀
』
宣
命
の
表
現 

―
漢
語
か
ら
日
本
語
へ
の 

根 

来 

麻 

子 

一 
(

一
二･

一
〇) 

翻
案
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

岡
山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
集
録 

 

レ
ト
リ
ッ
ク
作
文
の
可
能
性 

そ
の
一 

―
技
法
の
体
系 

伊 

土 

耕 

平 

1 

一
五
三 

(

一
三･

七) 

・
配
列
・
反
復
― 

 
 

共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要 

五
九 

  
近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷 

―
文
体
と
結
語
を 

茗 

荷 
 
 

円 

八 
(

一
三･

一) 

焦
点
と
し
て
― 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

歌
詞
の
中
の
「
生
き
ざ
ま
」
と
「
生
き
方
」 

―
共
時
的 

塚 

本 

泰 

造 

一
九 

学
研
究 

四
八 

(

一
三･

二) 

な
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
的
な
も
の
の
見
方
の
浸
透
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

三 
(

一
二･

五) 

接
続
助
詞
と
ジ
ャ
ン
ル
別
文
体
的
特
徴
の
関
連
に
つ
い
て 

宮 

内 

佐
夜
香 

5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
を
資
料
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
― 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

『
反
古
袋
』
に
お
け
る
小
杉
天
外
の
文
末
表
現 

田 

貝 

和 

子 

二
七 

言
語
文
化
研
究 

一
一 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

三
〇 

(

一
三･

三) 

山
田
美
妙
「
武
蔵
野
」
に
お
け
る
文
末
時
制 

 

服 

部 
 
 

隆 

三
三 

 

―
節(C

lause)

を
用
い
た
文
体
分
析
の
試
み(

五)

― 
 

 

白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要 

四
八 

 

覚
一
本
平
家
物
語
の
文
頭
語
に
見
る
文
章
の
展
開 

 

中 

里 

理 

子 

12 
(

一
二･

一
二) 

―
延
慶
本
と
の
比
較
か
ら
― 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

美
妙
の
〈
翻
訳
〉 

―
「
骨
は
独
逸
肉
は
美
妙
／
花
の
茨
、 

大 

橋 

崇 

行 

五
三 

二
〇
六 

(

一
三･

七) 

茨
の
花
」
の
試
み
― 

 
 

東
京
大
学
国
文
学
論
集 

八 
(

一
三･

三) 

掛
詞
の
表
現
構
造 
萩 
野 

了 

子 

五
九 

 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
〇
九 

 

字
幕
と
吹
き
替
え
の
比
較 

梁 
瀬 
み 

き 

21 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

小
説
に
お
け
る
「
コ
レ
」
と
「
ソ
レ
」
の
文
脈
展
開
機
能 

張 
 
 

子 
如 

30 

社
日
本
語
研
究 

一
六 

(

一
二･

九) 

―
持
ち
込
み
内
容
を
中
心
に
― 

 
 

名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学 

一
〇
五 

 

日
本
語
社
説
の
文
章
構
造
に
お
け
る
統
括
性 

―
提
題
表 

D
idik N

urhadi 
 

37 
(

一
二･

一
一) 

現
と
叙
述
表
現
に
注
目
し
て
― 

 
 

日
本
文
体
論
学
会 

文
体
論
研
究 

五
九 

  

翻
訳
が
近
代
日
本
文
学
の
文
体
の
成
立
に
果
た
し
た
役
割 

照 

木 
 
 

健 

47 
(

一
三･

三) 
 

 
 

日
本
文
体
論
学
会 

文
体
論
研
究 

五
九 

  

日
・
米
・
独
の
新
聞
記
事
に
お
け
る
文
体
比
較 

楠 

根 

重 

和 

58 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

醍
醐
寺
蔵
『
探
要
法
花
験
記
』
日
本
・
中
国
両
部
の
比
較 

磯 

貝 

淳 

一 

六
七 

二
一
五 

(

一
二･

九) 

―
和
化
漢
文
用
字
法
の
共
通
基
盤
解
明
に
向
け
て
― 

 
 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 

復 

要
約
文
の
妥
当
性
に
関
す
る
指
導
の
考
察 

早 

野 

賢 

謙 

77 

刊
三 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
紀
要 

人
文
科
学
・
社
会
科 

接
続
表
現
の
二
重
使
用
と
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て 

馬 

場 

俊 

臣 

84 

学
編 

六
三-

二 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
治
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
論
集 

三
七 

 

明
治
期
翻
訳
文
学
作
品
に
お
け
る
欧
文
直
訳
表
現 

 

八
木
下 

孝 

雄 

90 
(

一
二･

九) 

―
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
著
「
ボ
ス
コ
ム
谷
の
謎
」
を
資
料
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
― 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

英
文
訓
読
が
拓
い
た
も
の 

藤 

本 

幸 

伸 

95 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
二-

一･

二 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

琉
球
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

留
学
生
教
育 

 

助
詞
の
相
対
頻
度
と
漱
石
一
〇
作
品
の
分
類 

金 

城 

克 

哉 

100 

一
〇 

(

一
三･

三) 
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流
通
経
済
大
学
論
集 

四
八-

一 
(

一
三･

七) 

日
本
語
の
指
導
に
お
け
る
教
育
的
文
体
論 

―
随
筆
的
評 

立 

川 

和 

美 

104 
 

論
教
材
を
活
用
し
て
― 

 
 

二 

音
声
・
音
韻 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 
論
集 

九 
  

『
日
本
考
略
』
に
見
ら
れ
る
寄
語
の
ア
ク
セ
ン
ト 

 

馬 
 
 

之 

濤 

110 
(

一
三･

一
二) 

―
一
、
二
拍
語
を
中
心
に
― 

 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 
九 

  

古
代
ア
ク
セ
ン
ト
の
終
焉 

―
京
都
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
体 

鈴 

木 
 
 

豊 

119 
(

一
三･

一
二) 

系
大
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
― 

 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

日
本
語 

平
曲
譜
本
の
音
便
表
記 

―
青
洲
文
庫
本
平
家
正
節
と
尾 

奥 

村 

和 

子 

126 

日
本
文
学
編 

八 
(

一
三･

三) 
崎
家
本
平
家
正
節(

二)

― 
 

 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

岡
大
国
文
論 
伊
沢
修
二
『
日
清
字
音
鑑
』
に
お
け
るng

韻
尾
の
表
記
方 

張 
 
 

照 

旭 

132 

稿 

四
一 

(

一
三･

三) 

法
に
つ
い
て 

 
 

関
西
外
国
語
大
学
留
学
生
別
科
日
本
語
教
育
論 

文
字
表
記
と
音
声
知
覚
の
関
連
性 

―
表
記
と
聴
取
デ
ー 

本 

橋 

美 

樹 

137 

集 

二
三 

(

一
三･

一
二) 

タ
の
比
較
か
ら
― 

 
 

岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

人
文
科
学 

 

い
き
も
の
が
か
り
の
言
語
学
一 

～
音
声
的
特
徴 

山 

田 

敏 

弘 

144 

六
一-

二 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
音
楽
大
学 

研
究
紀
要 

四
七 

 

日
本
語
に
お
け
る
連
濁
の
原
理 

―
音
楽
の
拍
節
理
論
に 

古 

山 

和 

男 

149 
(

一
三･

三) 

よ
る
日
本
語
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
音
韻
論
的
考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

察
― 

 
 

小
出
記
念
日
本
語
教
育
研
究
会
論
文
集 

二
一 

韓
国
人
と
中
国
人
日
本
語
学
習
者
に
よ
る
音
象
徴
語
の
意 

飯 

田 

香 

織 

155 
(

一
三･

三) 

味
理
解 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 

小
出
記
念
日
本
語
教
育
研
究
会
論
文
集 

二
一 

特
殊
モ
ー
ラ
知
覚
に
対
す
る
重
音
節
位
置
と
ア
ク
セ
ン
ト 

石 

澤 
 
 

徹 

161 
(

一
三･

三) 

に
よ
る
影
響 

―
英
語
母
語
話
者
を
対
象
に
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
四-

二 
 

京
都
女
子
大
学
蔵
谷
山
文
庫
本
『
古
今
涇
渭
鈔
』
の
声
点 

西 

崎 
 
 

亨 

七
三 

(

一
三･

二) 

一
隅 
 

 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
四-

六 
 

節
用
文
字
の
同
音
字
注 

二 
戸 

麻
砂
彦 

167 
(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
際
日
本
語
普
及
協
会 

A
JA

LT
 
36 

 

声
と
は
、
言
葉
と
は
、
何
か 

―
音
声
研
究
を
通
し
て
考 

峯 

松 
信 
明 

174 
(

一
三･

六) 

え
る
こ
と 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

五 
(

一
三･

五) 

談
話
論
か
ら
み
た
句
末
音
調
形
式
の
抽
出 

沖 
 
 

裕 

子 

177 
 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
社
会
学
科
・
言
語 

特
殊
拍
連
続
を
許
容
す
る
現
代
日
本
語
の
傾
向
と
近
過
去 

城 

岡 

啓 

二 
186 

文
化
学
科
研
究
報
告 

人
文
論
集 

六
三-

一  

か
ら
の
言
語
変
化
に
つ
い
て 

 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

撥
音
の
後
の
ハ
行
子
音
の
半
濁
音
化
と
濁
音
化
に
つ
い
て 

吉 

川 

幸 

修 

200 

報 

一
三 

(

一
三･

三) 

―｢

常
用
漢
字
表｣

・
『
新
選
国
語
辞
典
』
と
『
邦
訳
日
葡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辞
書
索
引
』
に
お
け
る
二
字
漢
語
の
比
較
か
ら
― 

 
 

朝
鮮
学
会 

朝
鮮
学
報 

二
二
七 

(

一
三･

四) 

言
語
普
遍
性
に
基
づ
く
外
国
語
教
育
・
習
得
研
究 

 

許 
 
 
 
 

龍 

206 
 

―
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
母
音
融
合
現
象
研
究
を
中
心
に
― 

吉 

田 

昌 

平 
 

名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・
日 

呼
気
継
続
時
間
と
日
本
語
リ
ズ
ム
ユ
ニ
ッ
ト 

―
日
本
語 

鹿 

島 
 
 

央 

217 

本
文
化
論
集 

一
九 

(

一
二･

三) 

母
語
話
者
と
韓
国
語
ソ
ウ
ル
方
言
を
母
語
と
す
る
日
本
語 

橋 

本 

慎 

吾 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
習
者
と
の
比
較
― 

 
 

日
本
音
声
学
会 

音
声
研
究 

一
七-

二 
 

機
能
性
構
音
障
害
の
音
韻
分
析 

―
臨
床
的
視
点
か
ら
の 

上 

田 
 
 

功 

229 
(

一
三･

八) 

考
察
― 

 
 

日
本
音
声
学
会 

音
声
研
究 

一
七-

二 
 

日
本
語
に
お
け
る
吃
的
非
流
暢
性
の
特
徴 

―
幼
児
の
発 

坂 

田 

善 

政 

234 
(

一
三･

八) 

話
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
検
討
― 

 
 
 
 

他
三
名 

 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
〇
八 

 

室
町
時
代
に
お
け
る
漢
字
音
の
清
濁 

―
『
論
語
』
古
写 

石 

山 

裕 

慈 

239 
(

一
二･

一
〇) 

本
を
題
材
と
し
て
― 

 
 

弘
前
大
学 

国
語
国
文
学 

三
四 

(

一
三･

三) 

「
字
音
仮
名
遣
い
」
の
現
状
と
提
言 

石 

山 

裕 

慈 

八
一 
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広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
会 

国
語
教
育 

清
原
宣
賢
自
筆
『
日
本
書
紀
抄
』(

後
抄
本)

本
文
傍
訓
の 

坂 

水 

貴 

司 

九
〇 

研
究 

五
四 

(
一
三･

三) 

声
点
が
反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て 

 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 

韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
生
成
力
の
解
明
に 

高 

橋 

恵
利
子 

244 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
一 

  

向
け
て 

―
知
覚
・
知
識
・
自
己
モ
ニ
タ
ー
を
中
心
に
― 

 
(

一
二･

一
二) 

 
 

 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 

親
鸞
加
点
本
に
呉
音
声
調
の
年
代
差
は
無
い 

佐
々
木 

 
 

勇 

九
六 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 
六
一 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 
第
二 

第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
文
の
繰
り
返
し
音
読
に
お
け 

佐 

藤 

智 

照 

249 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
二 

  

る
文
の
音
韻
・
意
味
処
理
過
程 

―
単
語
の
音
韻
符
号
化 

 
(

一
三･

一
二) 
の
高
速
性
と
音
声
・
意
味
重
視
教
示
の
視
点
か
ら
― 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 

四
八 

 

パ
ラ
言
語
的
要
素
を
含
む
場
面
別
談
話
資
料
と
音
響
音
声 

齋 

藤 

孝 

滋 
* 

(

一
三･

三) 

学
的
・
計
量
言
語
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
首
都
圏
在
住
女 

 
 
 

他
一
四
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
大
学
生
を
対
象
と
し
て
― 

 
 

文
教
大
学
文
学
部
紀
要 

二
五-

二 
(

一
二･

三) 

現
代
日
本
漢
語
に
お
け
る
唇
内
入
声
音
の
促
音
化
に
つ
い 

舘 

野 

由
香
理 

254 
 

て 
 

 

文
教
大
学
文
学
部
紀
要 

二
六-

一 
(

一
二･

九) 

現
代
日
本
漢
語
に
お
け
る
ハ
行
子
音
の
半
濁
音
化
に
つ
い 

舘 

野 

由
香
理 

265 
 

て 
 

 

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
付
属
言
語 

あ
る
日
本
語
音
声
教
材
の
現
状
を
憂
う 

城 

生 

佰
太
郎 

280 

文
化
研
究
所
紀
要 

言
語
と
文
化 

二
五 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

琉
球
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー 

留
学
生
教
育 

 

中
国
雲
南
方
言
母
語
話
者
に
よ
る
日
本
語
音
声
の
特
徴 

永
野
マ
ド
セ
ン 

291 

一
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

泰 

子 
 

 

山 

元 

淑 

乃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楊 
 
 
 
 

元 
 

三 

方 

言 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

九 
  

首
都
圏
周
辺
部
に
お
け
る
新
し
い
音
調
の
受
容
パ
タ
ー
ン 

田 
中 

ゆ
か
り 

300 
(

一
三･

一
二) 

―
「
と
び
は
ね
音
調
」
と
複
合
語
ア
ク
セ
ン
ト
― 

林 
 
 

直 

樹 
 

阿
波
学
会
紀
要 

五
九 

(

一
三･

七) 

旧
三
加
茂
町
の
方
言 

仙 

波 
光 
明 

307 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村 

田 

真 
実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

峪 

口 

有
香
子 

 

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要 

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
つ
く
ば
市
在
住
避
難
者
の
言
語
生 

杉 

本 

妙 

子 
314 

ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集 

一
五 

(

一
三･

九) 

活
の
変
化
と
方
言
意
識 

 
 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
五 

 

方
言
文
化
小
考 

―
伊
予
弁
と
そ
の
風
土
― 

清 

水 
 
 

史 

326 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
五 

 

言
語
意
識
に
関
す
る
研
究 

―
愛
媛
県
の
高
校
生
を
中
心 

田 

中 

千 

晶 

331 
(

一
三･

一
二) 

に
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

若
年
層
の
命
令
形
の
使
用
範
囲 

―
栗
東
市
方
言
・
福
岡 

森 
 
 

勇 

太 

336 

ー
ト 

一
〇 

(

一
二･

三) 

市
方
言
・
湖
西
市
方
言
の
対
照
か
ら
― 

平 

塚 

雄 

亮 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 

村 
 
 

光 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

兵
庫
県
神
戸
市
方
言
に
お
け
る
命
令
表
現 

酒 

井 

雅 

史 

345 

ー
ト 

一
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

福
岡
市
方
言
の
文
末
詞
モ
ン 

平 

塚 

雄 

亮 

351 

ー
ト 

一
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

大
阪
方
言
に
お
け
る｢

イ｣

の
機
能 

―
文
末
詞｢

ワ
イ｣ 

野 

間 

純 

平 

354 

ー
ト 

一
〇 

(

一
二･

三) 
｢

カ
イ｣

の
意
味
に
も
と
づ
い
て
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

大
阪
方
言
の
と
り
た
て
形
式
カ
テ
に
つ
い
て 

高 

木 

千 

恵 

360 

ー
ト 

一
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

山
形
市
方
言
の
文
末
詞
ヤ 

―
ヨ
と
対
比
し
て
― 

渋 

谷 

勝 

己 

366 

ー
ト 

一
〇 
(

一
二･

三) 
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大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
切
換
え 

 

カ
ー
タ
ー 

372 

ー
ト 

一
一 

(
一
三･

三) 

―
フ
ォ
リ
ナ
ー
・
ト
ー
ク
の
観
点
か
ら
― 

 
 
 

バ
ー
バ
ラ 

 
 

白 

坂 

千 

里 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

韓 
 
 

娥 

凜 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

和
歌
山
市
方
言
に
お
け
る
疑
問
詞
疑
問
文
の
文
末
詞｢

ナ｣ 

山 

口 

華 

奈 

379 

ー
ト 

一
一 

(

一
三･

三) 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 
待
兼
山
論
叢 

滋
賀
県
長
浜
市
に
お
け
る
待
遇
表
現
の
記
述 

―
日
本
語 

酒 

井 

雅 

史 

384 
 

四
六 

日
本
学
篇 

(

一
二･

一
二) 

諸
方
言
の
待
遇
表
現
記
述
に
む
け
て
― 

 
 

沖
縄
外
国
文
学
会 

Southern R
eview

 
27 

他
地
域
出
身
者
の
「
気
が
つ
き
に
く
い
方
言
」
使
用
に
か 

副 

島 

健 

作 

392 
(

一
二･

一
二) 

ん
す
る
一
考
察 

―
沖
縄
地
域
の
「
～
わ
け
」
の
使
用
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

識
調
査
か
ら
― 

 
 

沖
縄
外
国
文
学
会 

Southern R
eview

 
27 

宮
古
口
の
音
韻
構
造
と
正
書
法
に
つ
い
て 

下 

地 

良 

男 

398 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

レ
ザ
ノ
フ
「
会
話
」
か
ら
み
た
一
八
世
紀
末
石
巻
方
言
の 

江 

口 

泰 

生 

406 

語
国
文 

八
一-

一
二 

(

一
二･

一
二) 

マ
ス
と
マ
ス
ル 

 
 

京
都
西
山
短
期
大
学 

西
山
学
苑
研
究
紀
要 

 
｢

サ
詠
嘆
法｣

の
研
究
史
と
そ
の
問
題
点 

―
文
法
的
特 

濱 

中 
 
 

誠 

412 

七 
(

一
二･

三) 

質
に
着
目
し
て
― 

 
 

皇
学
館
大
学
人
文
学
会 

皇
学
館
論
叢 

 

熊
野
市
域
の
言
語
研
究 

―
「
ラ
イ
」
に
つ
い
て
― 

松 

田 

麻 

希 

一
〇
〇 

四
六-

二 
(

一
三･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 

富
山
県
五
箇
山
地
方
楮
地
区
老
年
層
方
言
の
動
詞
派
生
接 

黒 

木 

邦 

彦 

422 

四
八 

(

一
二･

三) 

尾
辞-jar- 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

言
語
変
化
は
経
年
調
査
デ
ー
タ
か
ら
予
測
可
能
か
？ 

横 

山 

詔 

一 

426 

ビ
ュ
ー 

二 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

『
日
本
言
語
地
図
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
開
く
新
た
な 

熊 

谷 

康 

雄 

432 

ビ
ュ
ー 

四-

一 
(

一
三･

六) 

研
究 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

地
域
語
の
観
点
か
ら
み
た
首
都
圏
の
言
語
の
実
態
と
動
向 
三 
井 

は
る
み 

437 

ビ
ュ
ー 

四-

二 
(

一
三･

一
〇) 

の
一
側
面 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

三 
(

一
二･

五) 
Parental Influence on D

ialect A
cquisition: 

TA
K

EM
U

R
A

 
 
 

441 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

The C
ase of the Tone System

 of K
agoshim

a  
 

 
 
 

A
kiko 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Japanese 
 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

五 
(

一
三･

五) 

宮
沢
賢
治
と
浜
田
広
介
の
語
法
に
見
る
方
言
か
ら
の
影
響 

小 

島 

聡 

子 
448 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

五 
(

一
三･

五) 

喜
界
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

一) 

上 

野 

善 

道 
456 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

宮
古
島
に
お
け
る
三
型
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
の
発
見 

 

松 

森 

晶 

子 

473 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
与
那
覇
方
言
の
場
合
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

首
都
圏
若
年
層
の
言
語
的
地
域
差
を
把
握
す
る
た
め
の
方 

鑓 

水 

兼 

貴 

486 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
と
実
践 

 
 

社
会
調
査
協
会 

社
会
と
調
査 

九 
 

言
語
研
究
と
数
量
化
理
論 

―
国
立
国
語
研
究
所
の
鶴
岡 

阿 

部 

貴 

人 

500 
(

一
二･

九) 

言
語
調
査
― 

 
 

上
智
大
学 

Sophia Linguistica 
60 

 

南
琉
球
竹
富
島
の
民
話
と
唄 

藤 

本 

雅 

子 

504 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

篠 

原 

茂 

子 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

人
文
科
学 

五
一 
  

琉
球
古
典
音
楽
の
詩
歌
の
日
・
英
・
西
語
訳
Ⅲ-

１ 

田 

仲 
 
 

勉 

511 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

津
田
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
報 

二
七 

  

東
北
方
言
に
お
け
る
有
声
化
と
無
声
化
に
つ
い
て 

橋 

本 

文 

子 

523 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
二･

九) 

津
軽
方
言
の
推
量
形
式
「
ビ
ョ
ン
」
の
意
味
変
化
に
関
す 

大 

槻 

知 

世 

530 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
解
釈 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
五-

三
・
四 

 

西
日
本
諸
方
言
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
と
形
式
の
意
味 

 

津 

田 

智 

史 

535 
(

一
二･

三) 

―
調
査
法
と
理
論
的
枠
組
み
の
再
検
討
― 
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東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報 

六
一 

  

方
言
形
成
論
の
到
達
点
と
課
題 

―
方
言
周
圏
論
を
核
に 

小 

林 
 
 

隆 

545 
(

一
二･

三) 

し
て
― 

 
 

徳
島
大
学 

言
語
文
化
研
究 

一
九 

 

日
本
に
お
け
る
方
言
研
究
の
動
向
と
展
望 

李 
 
 

相 

揆 

564 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

江 

信 

介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀧 

口 

惠 

子 
 

徳
島
大
学 

言
語
文
化
研
究 
二
一 

 

淡
路
島
の
方
言
語
彙
に
関
す
る
研
究 

―
じ
ゃ
が
い
も
・ 

峪 

口 

有
香
子 

578 
(

一
三･

一
二) 

さ
つ
ま
い
も
・
さ
と
い
も
― 

岸 

江 

信 

介 
 

徳
島
大
学
国
語
国
文
学 

二
五 

(

一
二･
三) 

京
こ
と
ば
に
お
け
る
待
遇
表
現
に
関
す
る
研
究 

 

国 
 
 
 
 

泉 

588 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
存
在
表
現
の
世
代
差
を
中
心
に
― 

 
 

徳
島
大
学
国
語
国
文
学 

二
五 

(

一
二･

三) 
徳
島
県
旧
東
祖
谷
山
村
の
ア
ク
セ
ン
ト 

村 

田 

真 

実 

594 
 

徳
島
大
学
国
語
国
文
学 

二
五 

(

一
二･

三) 

徳
島
県
の
言
語
調
査
報
告 

―
ア
ス
ペ
ク
ト
と
あ
い
さ
つ 

津 

田 

智 

史 

602 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
現
― 

中 

西 

太 

郎 
 

日
本
語
学
研
究
と
資
料
の
会 

日
本
語
学 

研 

「
動
詞
否
定
形
＋
終
助
詞
ネ
」
形
式
に
よ
る
行
為
要
求
表 

笠 

万 

裕 

美 

619 

究
と
資
料 

三
五 

(

一
二･

四) 

現 

―
福
岡
県
筑
前
・
筑
後
域
に
お
け
る
使
用
状
況
お
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
そ
の
背
景
― 

 
 

日
本
心
理
学
会 

心
理
学
研
究 

八
四-

一 
 

共
通
語
と
大
阪
方
言
に
対
す
る
顕
在
的
・
潜
在
的
態
度
の 

渡 

辺 
 
 

匠 

627 
(

一
三･

四) 

検
討 

唐 

沢 

か
お
り 

 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
〇
九 

 

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
児
・
者
の
方
言
不
使
用
に
つ 

松 

本 

敏 

治 

631 
(

一
三･

三) 

い
て
の
理
論
的
検
討 

崎 

原 

秀 

樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菊 

地 

一 

文 
 

弘
前
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会 

弘
学
大
語
文 

津
軽
弁
わ
ら
べ
歌 

～
明
治
期
黒
石
市
の
方
言
に
よ
り
～ 

笹 

森 

建 

英 

一
〇
九 

 

三
九 

(

一
三･

三) 
 

 
 

広
島
大
学
日
本
語
教
育
研
究 

二
三 

 

奄
美
大
島
龍
郷
町
浦
方
言
の
敬
語
形
式
の
運
用
法 

 

重 

野 

裕 

美 

635 
(

一
三･

三) 

―
人
間
関
係
の
差
異
に
着
目
し
て
― 

 
 

姫
路
獨
協
大
学
大
学
院 

日
本
語
教
育
論
集 

 

富
山
方
言
談
話
に
お
け
る
「
ア
ン
タ
」
の
機
能 

 
苗 

田 

敏 

美 

639 

二
二 

(

一
三･

三) 

―
自
然
談
話
に
お
け
る
使
用
実
態
よ
り
― 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

日
本
語
方
言
に
お
け
る
「
南
北
方
言
分
布
」(

語
彙
音
韻 

安 
部 
清 

哉 

643 

四
七 

(

一
三･

二) 

文
法)

の
特
徴 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会 

玉
藻 

 

首
都
圏
在
住
女
子
大
学
生
に
お
け
る
場
面
別
母
音
体
系
の 

齋 

藤 

孝 
滋 

* 

四
七 

(

一
三･

二) 

音
響
音
声
学
的
考
察(

二) 
 
 
 

他
二
三
名 

 

福
岡
大
学
人
文
論
叢 

四
四-

三 
(

一
二･

一
二) 

福
岡
県
に
お
け
る
不
快
感
を
表
す
形
容
語 

―
大
学
生
の 

山 

県 
 
 

浩 
* 

 

実
態
― 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

第
一
分
冊 

文
科
編 

 

依
頼
の
場
面
の
談
話
分
析 

―
大
分
県
方
言
談
話
資
料
に 

杉 

村 

孝 

夫 

650 

六
二 

(

一
三･

二) 

よ
る
― 

 
 

文
献
探
究
の
会 

文
献
探
究 

五
一 

 

福
岡
方
言
の
と
り
た
て
詞
「
ヤ
ラ
」
「
ゲ
ナ
」
の
成
立
を 

松 

尾 

弘 

徳 

661 
(

一
三･

三) 

め
ぐ
っ
て 

 
 

北
方
言
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

北
方
言
語
研
究 

 

八
重
山
語
波
照
間
方
言
の
分
詞 

―
単
独
形
式
と
接
語
が 

麻 

生 

玲 

子 

667 

三 
(

一
三･

三) 

付
加
し
た
形
式
の
機
能
― 

 
 

横
浜
国
大
国
語
教
育
研
究 

三
八 

(

一
三･

六) 

「
超
神
ネ
イ
ガ
ー
」
の
方
言 

～
変
容
す
る
方
言
・
再
発 

小
野
寺 

泰 

子 

674 
 

見
さ
れ
る
方
言
～ 

 
 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ 

彦 

坂 

佳 

宣 

一
一
三 

九
六 

(

一
二･

五) 

の
用
法 

―｢

石
見
方
言
茶
話｣

｢

田
植
歌｣

の
考
察
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

琉
球
大
学 

言
語
文
化
論
叢 

九 
(

一
二･

三) 

ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
助
詞
「
カ
ラ
」
の
研
究 

座 

安 

浩 

史 

680 
 

琉
球
大
学
国
際
沖
縄
研
究
所 

International 
 

The C
entral H

igh Vow
els in Ryukyuan Languages: 

H
ay

ato
 A

o
i 

 

686 
Journal of O

kinaw
an Studies (IJO

S) 
A

 C
om

parative Palatographic Study of Yuw
an 

 
Y

uto N
iinaga 

4
-
1 

(

一
三･

九) 
A

m
am

i and Taram
a M

iyako
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琉
球
大
学
国
際
沖
縄
研
究
所 

International 
 

G
eographical D

istribution of M
im

etics  
A

kiko  
 

691 
Journal of O

kinaw
an Studies (IJO

S) 
in A

m
am

i-O
kinoerabu Island

 
 

 
 Tokunaga 

4
-
1 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

琉
球
大
学
国
際
沖
縄
研
究
所 

International 
 

The R
epresentative, N

egative, Past, and 
 

Shigehisa  
 

699 
Journal of O

kinaw
an Studies (IJO

S) 
C

ontinuative Form
s of M

iyako Verbs 
 
 

 K
arim

ata 
4
-
1 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

琉
球
大
学
国
際
沖
縄
研
究
所 

International 
 

A
m

am
i N

om
inalizations 

M
asayoshi  

 

712 
Journal of O

kinaw
an Studies (IJO

S) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Shibatani 
4
-
1 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H
irom

i Shigeno
 

 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 

日
本
東
洋
文
化
論 

沖
縄
県
名
護
市
幸
喜
方
言
の
擬
声
擬
態
語 

か
り
ま
た 

729 

集 

一
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 

   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 
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第
五
分
冊
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
言
語
学
・
対
照
研
究
） 

 

一 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要 

二
五 

非
常
時
に
お
け
る
言
葉
の
人
へ
の
効
力 

―
東
日
本
大
震 

大 

橋 

純 

一 

1 
(

一
二･

三) 

災
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

桜
美
林
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科 
言
語 

職
場
で
の
日
本
語
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン 

―
韓
国
人 

鄭 
 
 

圭 

弼 

8 

教
育
研
究 

三 
(

一
三･

三) 

ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
が
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
軽
減
行
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

大
分
大
学
国
際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報 

 
｢

師
弟
関
係｣

と｢

長
幼
関
係｣

に
お
け
る
敬
語
の
民
主
化 

カ
イ
ザ
ー
・ 

14 
(

一
三･

三) 
 

 
 
 

シ
ャ
ー
ラ 

 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
パ
ス
と
言
語
行
動
研
究 

 

孫 
 
 

栄 

叶 
 

25 
 

四
七 

日
本
学
篇 

(

一
三･

一
二) 

―
先
行
研
究
と
の
比
較
を
中
心
に
― 

 
 

金
沢
大
学
経
済
学
類 

論
文
集 

二
〇
一
二
年 

交
通
標
識
の
日
独
比
較
の
た
め
に 

西 

嶋 

義 

憲 

34 

度
社
会
言
語
学
演
習
研
究
論
集 

八 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

関
西
外
国
語
大
学
留
学
生
別
科
日
本
語
教
育
論 

終
助
詞｢

ね｣
｢

よ｣
｢

よ
ね｣
の
発
話
連
鎖
効
力
に
関
す
る 

西 

郷 

英 

樹 

38 

集 

二
二 

(

一
二･

一
二) 

一
考
察 

―
談
話
完
成
タ
ス
ク
結
果
を
基
に
― 

 
 

関
西
学
院
大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

言 
Politeness as R

ole-Identity
 

―A
pplication of  

Yasuko O
BA

N
A
 
 

49 

語
と
文
化 

一
五 

(

一
二･

三) 
Sym

bolic Interactionism

― 
 

 

京
都
外
国
語
大
学 

無
差 

一
九 

(

一
二･

三) 

テ
レ
ビ
会
議
場
面
に
お
け
る
日
本
語
母
語
話
者
の
言
語
行 

大 

谷 

つ
か
さ 

57 
 

動 

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
日
韓
交
流
学
習
を
事 

田
野
岡 
 
 

幸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
と
し
て
― 

岸 
 
 

磨
貴
子 

 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
五 

中
国
帰
国
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 
大 

栗 

真
佐
美 

68 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

久
留
米
大
学
外
国
語
教
育
研
究
所
紀
要 

一
九 

敬
卑
待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン vs 

人
称
の
自
由
論
理 

島 
村 

賢 

一 

77 
(

一
二･

三) 
 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical 
 

終
助
詞｢

っ
と｣

｢

っ
け｣

の
機
能 

―｢

っ
と｣
｢

っ
け｣

で 

池 

谷 

知 
子 

84 
and A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

表
現
さ
れ
る
私
的
領
域
内
情
報
と
目
に
見
え
な
い
聞
き
手 

 
(TA

LK
S
) 

15 
(

一
二･

三) 

― 
 

 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

方
言
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
会
話
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

井 

上 

文 

子 
92 

ビ
ュ
ー 

四-

二 
(

一
三･

一
〇) 

ン
機
能
に
つ
い
て 

 
 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
八-

一 
 

フ
ィ
ラ
ー
と
し
て
の
「
ち
ょ
っ
と
」
に
つ
い
て 

小 

出 

慶 

一 

97 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

埼
玉
大
学 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
紀
要 

六 
 

O
rtega

に
よ
る
二
人
称(

代)

名
詞
の
考
察
に
つ
い
て 

金 

井 

勇 

人 

104 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
四-

二 

多
層
的
相
互
行
為
と
し
て
の
「
ボ
ー
ナ
ス
・
ク
エ
ス
チ
ョ 

榎 

本 

剛 

士 

108 
(

一
二･

三) 

ン
」 

―
教
室
に
お
け
る
メ
タ
語
用
的
言
語
使
用
と
い
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

視
点
か
ら
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
五-

二 

多
言
語
社
会
に
お
け
る
日
本
人
の
言
語
使
用 

―
ス
ペ
イ 

福 

田 

牧 

子 

115 
(

一
三･

三) 

ン
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
在
住
の
日
本
人
の
ケ
ー
ス
― 

 
 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

学
苑 

 

広
告
の
表
現
に
つ
い
て(

二) 

―
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル 

嶺 

田 

明 

美 

125 

八
六
四 

(

一
二･

一
〇) 

に
お
け
る
業
種
と
表
現
形
式
を
中
心
に
― 

長 

澤 

輝 

世 
 

人
文
科
教
育
学
会 

人
文
科
教
育
研
究 

四
〇 

話
し
合
い
に
お
け
る
視
覚
情
報
化
の
学
年
ご
と
の
特
徴 

 

長 

田 

友 

紀 

130 
(

一
三･

八) 

―
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
小
学
生
・
中
学
生
・
大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
生
の
分
析
― 

 
 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
二
四 

 

嘆
き
か
願
い
か
疑
い
か 

―
辞
苑
閑
話
・
二
― 

工 

藤 

力 

男 

一 
(

一
三･

九) 
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清
泉
女
子
大
学
紀
要 

六
〇 

(

一
二･

一
二) 

Roles in Interaction and B
ackchanneling Behavior:  

TA
N

A
K

A  
 

136 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

som
e differences betw

een tw
o casual interview

s 
 
 
 
 

N
oriko 

 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

｢

敬
意
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

の
提
唱 

―
待
遇
コ
ミ
ュ 

蒲 

谷 
 
 

宏 

150 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 
一
〇 

(

一
三･

二) 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
の
可
能
性
と
し
て
― 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

敬
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方 

坂 

本 
 
 

惠 

158 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
〇 

(
一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 
待
遇
コ
ミ 

Ｅ
メ
ー
ル
に
お
け
る
文
字
種
の
選
択 

―
非
標
準
的
な
表 

増 

地 

ひ
と
み 

167 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
〇 

(

一
三･
二) 

記
の
背
後
に
働
く
語
用
論
的
要
素
― 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

｢

行
動
展
開
表
現｣

に
お
け
る
メ
タ
言
語
表
現
の
役
割 

李 
 
 
 
 

午 
 

175 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
〇 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

創
設
五
周
年
記
念
大
会(

二
〇
一
二
年
度
秋
季
大
会)

シ
ン 

伊 

藤 

由
希
子 

184 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
〇 

(

一
三･

二) 

ポ
ジ
ウ
ム
記
録 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
の
可
能 

蒲 

谷 
 
 

宏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性 
 
 
 
 

他
二
名 

 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

人
文
科
学 

五
一 

 

語
用
論
的
逸
脱
は
聴
覚
Ｎ
４
０
０
を
惹
起
さ
せ
る
か
？ 

冨 

樫 

純 

一 

194 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福 

盛 

貴 

弘 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桐 

越 
 
 

舞 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

物
語
の
開
始
部
に
お
け
る
会
話
参
加
者
の
相
互
行
為 

李 
 
 

孝 

若 
 

200 
 

東
海
大
学
紀
要 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー 

二 
 

言
語
管
理
理
論
に
お
け
る
管
理
プ
ロ
セ
ス
再
考 

―
規
範 

加 

藤 

好 

崇 

206 
(

一
二･

三) 

の
動
態
性
、
管
理
プ
ロ
セ
ス
の
循
環
性
と
非
共
有
性
、
及 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
往
還
― 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
六-

三･

四 
 

接
触
場
面
に
お
け
る
「
直
接
話
題
転
換
方
略
」
に
関
す
る 

エ
ミ
・
イ
ン
ダ
ー 

215 
(

一
三･

三) 

一
考
察 

―
初
対
面
場
面
の
会
話
を
維
持
す
る
た
め
に
― 

・
プ
リ
ヤ
ン
テ
ィ 

 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

感
動
詞
へ
の
「
と
」
の
付
加
を
め
ぐ
る
語
用
論
的
意
味
に 

梅 

木 

俊 

輔 

221 
 

言
語
科
学
論
集 

一
七 

(

一
三･

一
二) 

関
す
る
覚
書 

 
 

徳
島
大
学 

言
語
文
化
研
究 

一
九 

 

依
頼
に
対
す
る
断
り
表
現
に
つ
い
て 
清 

水 

勇 

吉 

227 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石 
田 

基 

広 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 
江 

信 

介 
 

徳
島
大
学
国
語
国
文
学 

二
五 

(

一
二･

三) 

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
文
書
分
析 

―
内
閣
総
理 

清 

水 
勇 

吉 

235 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
臣
の
所
信
表
明
演
説
を
元
に
― 

 
 

徳
島
大
学
国
語
国
文
学 

二
五 

(

一
二･

三) 

外
国
人
に
対
す
る
防
災
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析 

 

董 
 
 

艶 
秋 

240 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
多
言
語
景
観
研
究
・
多
言
語
表
示
研
究
の
一
環
と
し
て 

峪 

口 

有
香
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

常
葉
学
園
短
期
大
学
紀
要 

四
三 

 

二
者
間
の
会
話
に
お
け
る
時
間
軸
移
動
に
よ
る
テ
ー
マ
展 

宮 

本 

淳 

子 

251 
(

一
二･

一
二) 

開
に
つ
い
て 

～
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
リ
ス
ナ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
の
会
話
を
も
と
に
～ 

 
 

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集 

文
学 

五
八 

接
続
詞
「
で
も
」
の
会
話
分
析
研
究 

―
悩
み
の
語
り
に 

安 

井 

永 

子 

262 
(

一
二･

三) 

対
す
る
理
解
・
共
感
の
提
示
に
お
い
て
― 

 
 

日
本
教
育
心
理
学
会 

教
育
心
理
学
研
究 

 

大
学
生
に
よ
る
書
か
れ
た
論
争
へ
の
参
加 

―
テ
キ
ス
ト 

小 

林 

敬 

一 

269 

六
〇-

二 
(

一
二･

六) 

間
関
係
の
理
解
が
果
た
す
役
割
― 

 
 

日
本
教
育
心
理
学
会 

教
育
心
理
学
研
究 

 

人
は
な
ぜ
音
読
を
す
る
の
か 

―
読
み
能
力
の
発
達
に
お 

髙 

橋 

麻
衣
子 

275 

六
一-

一 
(

一
三･

三) 

け
る
音
読
の
役
割
― 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

制
度
的
状
況
の
会
話
分
析
に
基
づ
く
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
相
互 

陳 
 
 
 
 

力 

284 
 

一
八 

(

一
三･

一
二) 

行
為
の
考
察 

趙 
 
 
 
 

剛 
 

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

ヒ
ュ
ー
マ 

会
話
と
活
動
の
関
係
か
ら
見
る
会
話
終
結 

―
日
常
追
跡 

居 

關 

友
里
子 

** 

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

四
一 

 

法
に
よ
る
大
学
生
の
会
話
を
中
心
に
― 

 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
使
用
の
可
能
性
と
課
題
点 

 

西 

尾 

広 

美 

293 

本
語
教
育
研
究 

四 
(

一
三･

六) 

―
幼
稚
園
の
事
例
研
究
を
通
し
て 

 
 

日
本
社
会
学
会 

社
会
学
評
論 

六
二-

四 
 

会
話
に
お
け
る
親
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

―
子
ど
も
に
つ 

戸 

江 

哲 

理 

302 
(

一
二･

三) 

い
て
の
知
識
を
め
ぐ
る
行
為
の
連
鎖
― 
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日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
三 

 

若
年
層
の
断
り
の
表
現 

―
携
帯
メ
ー
ル
文
体
分
析
の
観 

齊 

木 

春 

香 

311 
(

一
二･

六) 

点
か
ら
― 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 
語
文 

一
四
六 

 

漫
才
の
構
成
要
素
と
「
笑
い
」
の
相
関
性 

―
ボ
ケ
・
ツ 

廣 

瀬 

義 

人 

318 
(

一
三･

六) 

ッ
コ
ミ
・
表
情
・
フ
リ
な
ど
― 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 
一
四
七 

 

役
割
語
研
究
の
一
〇
年 

―
日
本
大
学
国
文
学
会
講
演
記 

金 

水 
 
 

敏 

323 
(

一
三･

一
二) 

録
― 

 
 

日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

母
語
話
者
は
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か 

―
日
英
語
ナ
ラ
テ 

川 

副 

理 

美 

333 

一
八 

(

一
二･

三) 

ィ
ブ
に
お
け
る
語
り
手
の
視
点
― 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
一 

身
体
と
し
て
の
こ
と
ば 

―
「
ス
タ
イ
ル
」
の
限
界
― 

定 

延 

利 

之 

340 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
二 

法
廷
通
訳
と
言
語
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー 

吉 

田 

理 

加 

353 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
二 

日
本
の
司
法
通
訳
研
究
の
流
れ 

―
方
法
論
を
中
心
に 

水 

野 

真
木
子 

363 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
三
名 

 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 

通
訳
翻
訳
研
究 

一
三 

女
こ
と
ば
と
翻
訳 
―
理
想
の
女
ら
し
さ
へ
の
文
化
内
翻 

古 

川 

弘 

子 

374 
(

一
三･

一
二) 

訳
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
人
に
と
っ
て
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス:

ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
・  

八 

尾 

紀 

子 

386 

一
〇
一 

(

一
二･

三) 

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
観
点
か
ら 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
語
学
習
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
話
に
お
け
る
ポ 

高 

村 

め
ぐ
み 

391 

一
〇
二 

(

一
二･

六) 

ー
ズ
と
フ
ィ
ラ
ー
の
特
徴 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 
｢

丁
寧
化
百
分
率｣

か
ら
見
る
接
続
助
詞｢

が｣
｢

け
ど｣

類 

丁 
 
 
 
 

琳 
*** 

一
〇
四 

(

一
二･

一
一) 

の
丁
寧
さ
と
従
属
度 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

発
話
権
取
得
に
お
け
る
【
自
己
主
張
】 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

李 
 
 

熙 

穎 
*** 

一
〇
五 

(

一
三･

一) 

の
表
出
に
つ
い
て 

 
 

日
本
歴
史
言
語
学
会 

歴
史
言
語
学 

二 
 

明
治
時
代
初
期
よ
り
昭
和
時
代
初
期
に
お
け
る
日
本
指
文 
末 
森 

明 

夫 

397 
(

一
三･

一
一) 

字
群
の
系
譜 

 
 

北
海
道
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
六 

 

若
い
世
代
の
尊
敬
語
・
謙
譲
語
使
用
意
識
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

延 

与 
由
美
子 

415 
(

一
二･

一
二) 

に
関
す
る
一
考
察 

 
 

明
治
学
院
大
学
英
米
文
学
・
英
語
学
論
叢 

 

相
互
行
為
に
お
け
る
機
能
的
単
位
に
つ
い
て 

―
発
話
行 

生 

田 

少 

子 

424 

一
二
七 

(

一
二･

二) 

為
連
鎖
の
視
点
か
ら
― 

 
 

横
浜
市
立
大
学
論
叢 

人
文
科
学
系
列 

 

言
語
行
為
と
し
て
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト 

 

石 

田 

安 

実 
435 

六
三-

二 
(

一
二･

三) 

―
「
情
報
開
示
モ
デ
ル
」
か
ら
「
会
話
モ
デ
ル
」
へ
― 

 
 

立
命
館
大
学
大
学
院
言
語
教
育
情
報
研
究
科 

 

二
言
語
環
境
に
お
け
る
在
日
中
国
人
児
童
二
名
の
発
話
の 

馬 
 
 
 
 

晶 

445 
O

n Language and Language Education
 
 

特
徴 

 
4 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

二 

言
語
学 

 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
に
収
め
ら
れ
た
新
種
の
言
語
資
料
の
特
性
に 

田
野
村 

忠 

温 

457 
 

文
化
動
態
論
篇 

四
六 

(

一
二･

一
二) 

つ
い
て 

―
デ
ー
タ
重
複
の
諸
相
と
コ
ー
パ
ス
使
用
上
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注
意
点
― 

 
 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
四 

こ
と
ば
の
う
つ
わ 

今 

野 

真 

二 

七 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

天
理
大
学
学
報 

六
四-

二 
(

一
三･

二) 

右
枝
節
点
繰
上
げ
構
文
に
つ
い
て 

岩 

田 

良 

治 

470 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 

言
語
の
起
源
：
自
分
自
身
と
の
対
話
と
し
て
の
思
考 

 

外 

池 

俊 

幸 
*** 

言
語
文
化
論
集 

三
四-

一 
(

一
二･

一
〇) 

―
人
工
生
命
の
観
点
か
ら
― 

 
 

日
本
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
ピ
ア
協
会
研
究
年
報 

 

文
化
語
彙
の
翻
訳
は
ど
こ
ま
で
可
能
か
？ 

 

霜 

崎 
 
 

實 

478 

二
七 

(

一
三･

三) 

―
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
と
そ
の
英
訳
を
資
料
と
し
て
― 
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日
本
心
理
学
会 

心
理
学
研
究 

八
二-

六 
 

日
本
語
版
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
パ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
方
略 

遠 

藤 

香 

織 

486 
(

一
二･

二) 

利
用
の
個
人
差 

苧 

阪 

満
里
子 

 

日
本
通
訳
翻
訳
学
会 
通
訳
翻
訳
研
究 

一
二 

日
本
語
発
話
の
解
釈
：
Ｃ
Ｍ
Ｍ
理
論
の
日
英
通
訳
指
導
へ 

新 

崎 

隆 

子 

489 
(

一
二･

一
二) 

の
応
用 

石 

黒 

弓
美
子 

 

日
本
歴
史
言
語
学
会 

歴
史
言
語
学 

一 
 

イ
ネ
・
コ
メ
の
比
較
言
語
学 

松 

本 

克 

己 

498 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

法
と
言
語
学
会 

法
と
言
語 

一 
(

一
三･

六) 

起
訴
状
に
お
け
る
予
断
排
除
の
原
則
を
言
語
学
の
観
点
か 

首 

藤 

佐
智
子 

508 
 

ら
考
え
る 

―｢

外
遊
は
も
う
か
り
ま
つ
せ｣

名
誉
毀
損
事 

池 

邉 

瑞 

和 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

件
を
題
材
に
― 

 
 

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

カ 
The syllable is not a universal prosodic unit 

 
Sato, Y

asushi 
 

*** 

ル
チ
ュ
ー
ル 

七-

一 
(

一
三･

三) 
―A

 case of Japanese

― 
 

  

三 

対
照
研
究 

 

朝
日
大
学
留
学
生
別
科
紀
要 

一
〇 

 

産
出
方
法
の
違
い
に
よ
る
形
容
表
現
の
使
用
状
況 

 

木 

下 

謙 

朗 

514 
(

一
三･

三) 

―
韓
国
語
母
語
話
者
と
日
本
語
母
語
話
者
の
比
較
― 

 
 

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研
究
論
集 

三
五 

 

日
本
語
の
Ｎ
Ｑ
Ｃ
型
数
量
表
現
に
対
応
す
る
中
国
語
の
数 

范 
 
 

喜 

春 

521 
(

一
三･

二) 

量
表
現 

―
形
式
と
意
味
の
観
点
か
ら
― 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
二 

日
本
語
の｢

い
ち
い
ち｣

｢

一
つ
一
つ｣
と
中
国
語
の
〝
一 

万 
 
 
 
 

礼 

527 
(

一
二･

一
二) 

一
〟
の
対
照 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
三 

特
立
の
取
り
立
て
の
中
日
対
照
研
究 

―〝
才
〟
と｢

こ 

李 
 
 

占 

軍 

533 
(

一
三･

一
二) 

そ｣

を
中
心
に
― 

 
 

海
山
文
化
研
究
所 

対
照
言
語
学
研
究 

二
三 

｢

だ
れ
ひ
と
り｣

｢

な
に
ひ
と
つ｣

と〝
任
何
一
～
〟
に
関
す 

賈 
 
 

黎 

黎 

540 
(

一
三･

一
二) 

る
対
照
研
究 

―
機
能
分
布
の
角
度
か
ら
― 

 
 

大
阪
大
学 

O
U

PEL; O
saka U

niversity  
A

 Q
U

ESTIO
N

-A
N

SW
ER

IN
G

 SY
STEM

 IN
 
 

RITSU
K

O
  

 

545 
Papers in English Linguistics 

16 
 

N
EG

ATIV
E Q

U
ESTIO

N
S O

F EN
G

LISH
, 
 

 
K

A
M

EYA
M

A
 

(

一
三･

九) 
FR

EN
C

H
 A

N
D

 JA
PA

N
ESE

 
 

 

関
西
学
院
大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

言 

日
本
人
と
韓
国
人
の
言
語
行
動
に
お
け
る｢

ウ
チ
、
ソ
ト
、 

厳 
 
 

廷 
美 

562 

語
と
文
化 

一
五 

(

一
二･

三) 

ヨ
ソ｣

と｢

우
리(

ウ
リ)

、
남(

ナ
ム)｣ 

―
主
に
敬
語
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動
を
例
に
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学 

比
喩
表
現
に
つ
い
て(

一
四) 

―
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
故 

小 

倉 

博 

史 
569 

C
osm

ica 
42 

(

一
三･

一) 

事
・
諺
・
成
句
に
み
ら
れ
る
天
候
・
自
然
現
象
の
語
彙
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
る
比
喩
表
現
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学
研 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
伝
達
上
の
価
値(

二) 

―
物
語
テ
ク
ス
ト 

乙 

政 
 
 

潤 

574 

究
論
叢 

八
〇 

(

一
三･

一) 

に
お
け
る
日
独
語
対
照
― 

 
 

熊
本
学
園
大
学
文
学
・
言
語
学
論
集 

一
九-

二 

浅
析
日
語
中
与
漢
語
的
漢
字
同
形
的
形
容
動
詞  

李 
 
 
 
 

珊 

585 
(

一
二･

一
二) 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

六 
(

一
二･

三) 

文
法
の
対
照
研
究
と
異
文
化
理
解 

井 

上 
 
 

優 

592 
 

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科 

国
際 

雑
誌
記
事
に
お
け
る
翻
訳
方
略 

―｢

た
と
え｣

の
イ
メ
ー 

藤 

濤 

文 

子 

608 

文
化
学
研
究 

三
九 

(

一
三･

一) 

ジ(

例
え
・
譬
え
・
比
較)

を
ど
う
訳
す
か
― 

 
 

神
戸
外
大
論
叢 

六
二-

四 
(

一
一･

一
一) 

D
iscrepancias en las categorías léxicas del japonés  

Juan R
om

ero 
 
 

617 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

y el español 
 
 
 
 
 

D
íaz 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

二 
(

一
一･

一
一) 

モ
ノ
ノ
と
ナ
イ
マ
デ
モ
：
節
連
接
の
五
つ
の
レ
ベ
ル
に
お 

角 

田 

三 

枝 

627 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
る
逆
接
と
譲
歩
条
件 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

三 
(

一
二･

五) 

節
連
接
表
現
の
中
の
モ
ダ
リ
テ
ィ 

角 

田 

三 

枝 

641 
 

実
践
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
紀
要 

八 
 

対
称
詞
の
待
遇
性
に
よ
る
使
用
制
限 

―
日
本
語
・
朝
鮮 

髙 

木 

裕 

子 

650 
(

一
二･

三) 

語
・
中
国
語
の
社
会
言
語
学
的
対
照
の
観
点
か
ら
― 

宋 
 
 

善 

花 
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社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
六-

一 

診
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
非
対
称
性 

 

大 

瀧 

祥 

子 

658 
(

一
三･

九) 

―
日
米
比
較
― 

 
 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

学
苑 

 

日
韓
母
語
話
者
と
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の〈
事
態
把
握
〉 

徐 
 
 

珉 

廷 

666 

八
七
一 

(

一
三･

五) 

―
シ
ナ
リ
オ
作
成
法
調
査
の
結
果
か
ら
― 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

世
界
中
の
授
受
表
現
に
つ
い
て 

―
語
彙
体
系
を
中
心
に 

鄭 
 
 

光 

峰 

674 

報 

一
三 

(

一
三･

三) 

― 
 

 

朝
鮮
学
会 

朝
鮮
学
報 

二
二
四 

(
一
二･
七) 

可
能
形
式
「
할
수
있
다
／
없
다
」
の
用
法
に
つ
い
て 

 

高 
 
 

恩 

淑 

681 
 

―
〈
ち
か
ら
の
可
能
〉
と
〈
蓋
然
性
の
可
能
〉
― 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
六-

一･

二 
  

ト
条
件
文
の
日
中
対
照
実
証
的
研
究 

李 
 
 

光 

赫 

695 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

張 
 
 

北 

林 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
集 

 
｢

여
기｣

と｢

이
곳｣

の
類
義
語
分
析 

―｢

こ
こ｣

と
比
較 

李 
 
 

澤 

熊 

703 

三
四-

二 
(

一
三･

二) 

し
て
― 

 
 

南
山
大
学
大
学
院 

南
山
言
語
科
学 

七 
  

日
・
英
語
の
受
動
構
造 

―B
ow

ers(
2
0
1
0
)

の
提
案
を 

足 

立 

季
美
佳 

709 
(

一
二･

三) 

基
に
― 

 
 

日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
中 

日
中
韓
漢
字
語
研
究
序
説 

―｢

恋
愛｣

・｢

生
活｣

・｢

運 

中 

川 

正 

之 

717 

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育 

五 
(

一
二･

一
〇) 

命｣

を
め
ぐ
っ
て
― 

楊 
 
 
 
 

虹 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朴 
 
 

英 

珠 
 

日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
中 

知
ル
と〝
知
道
〟 

荒 

川 

清 

秀 

721 

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育 

五 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
中 

再
び
「
Ｖ
来
、
Ｖ
去
」
と
「
Ｖ
て
く
る
、
Ｖ
て
い
く
」
に 

張 
 
 

麟 

声 

727 

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育 

六 
(

一
三･

一
〇) 

つ
い
て 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

日
中
両
言
語
に
お
け
る
使
役
の
む
す
び
つ
き 

高 

橋 

弥
守
彦 

733 

集 

一
五 

(

一
三･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

試
論
「
ミ
ル
」
和
〝
看kɑ̀n

〟
在
時
間
結
構
上
的
差
異 
王 

 
 

学 

群 

743 

集 

一
五 

(

一
三･

五) 
(

原
文
は
簡
体
字) 
 

 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

日
本
語
と
中
国
語
の
指
示
詞
の
対
照
研
究 

―｢

コ
ン
ナ｣ 

杉 
山 

さ
や
か 

753 

集 

一
五 

(

一
三･

五) 

類
と
「
コ
ウ
イ
ウ
」
類
、〝
柾
廟
〟
類
と
〝
柾
幗
的
〟
類 

劉 
 
 
 
 

驫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
例
に
― 

 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

日
語
「
助
数
詞
」
与
漢
語
〝
量
詞
〟
的
関
系
以
及
使
用
特 

張 
 
 

麗 
群 

761 

紀
要 

八
六 

(

一
三･

九) 

征 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
韓
大
学
生
の
対
人
行
動
に
関
す
る
比
較
研
究 

―
他
者 

横 

山 

由
香 
768 

一
〇
二 

(

一
二･

六) 

に
対
す
る
言
語
行
動
に
見
ら
れ
る
文
化
的
差
異
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
語
と
シ
ン
ハ
ラ
語
の
授
受
補
助
動
詞
の
対
照
比
較 

Ｒ
・
Ｍ
・
サ
ン
デ 

*** 

一
〇
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ィ
ア 

プ
リ
ヤ
ダ 

 
 

ル
シ
ャ
ニ 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
目
」
を
含
む
慣
用
句
の
比
較 

ス
レ
ン
ジ
ャ
ブ 

 
*** 

一
〇
七 

(

一
三･

六) 

研
究 

～
モ
ン
ゴ
ル
語
の
所
有
接
合
語
「
н
ь
」
を
中
心 

 
 

オ
ユ
ン
ズ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
～ 

 
 

日
本
文
芸
研
究
会 

文
芸
研
究
―
文
芸
・
言
語 

日
本
語
の
必
須
条
件
形
式
に
つ
い
て 

―
中
国
語
と
の
相 

李 
 
 

光 

赫 

775 

・
思
想
― 

一
七
四 

(

一
二･

九) 

違
を
手
が
か
り
に
― 

孟 
 
 

慶 

栄 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
本
語
と
中
国
語
の
再
帰
代
名
詞
に
つ
い
て 

―
意
味
と 

金 
 
 
 
 

晶 

780 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

用
法
を
中
心
に
― 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
中
広
告
言
葉
に
お
け
る
対
照
研
究 

―
シ
ン
タ
ッ
ク
ス 

趙 
 
 
 
 

嵐 

790 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

を
中
心
に
― 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
台
両
国
の
あ
い
さ
つ
言
語
行
動
の
対
照
研
究 

―
校
内 

劉 
 
 

静 

慧 

805 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

で
の
出
会
い
の
場
面
を
中
心
に
― 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
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北
方
言
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

北
方
言
語
研
究 

 

対
照
言
語
学
的
観
点
か
ら
み
た
相
対
テ
ン
ス
に
つ
い
て 

 

風 

間 

伸
次
郎 

814 

三 
(

一
三･

三) 

―
日
本
語
及
び
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
に
お
け
る
形
動
詞
を
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
た
従
属
節
の
分
析
― 

 
 

宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集 

一
一
四 

 

「
か
わ
い
い
」
に
対
応
す
る
韓
国
語
の
語
彙 

張 
 
 

錫 

璟 

827 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
命
館
大
学
大
学
院 

O
n Language and  

日
本
語
の
事
態
把
握
の
研
究 

―
日
・
韓
・
英
の
対
照
よ 

金 
 
 

慧 

源 

834 
Language Education

 
4 

(

一
一･
三) 

り
― 

 
   
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

 



 

日本語学論説資料 第50号 

収 録 論 文 一 覧 

            2015年  9月 30日発行 

     協力  大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 
         国 立 国 語 研 究 所 
 

     発行  論 説 資 料 保 存 会 

            代表者 常  盤  浩  行  

     〒 173-0036 
     東京都板橋区向原3-10-2 ㈱北辰内 

 

日本語学論説資料 第50号 発行日 

第1分冊 2015年  9月30日  

第2分冊 2015年  9月30日  

第3分冊 2015年  9月30日  

第4分冊 2015年  9月 30日 

第5分冊 2015年  9月30日  


